
論　　　文

『賦光源氏物語詩』を詠む（八）
― 御幸・蘭・柀柱・梅枝・藤裏葉 ―

Reading the “Fu Hikaru Genji Monogatari Shi” （eight）
― Miyuki · Fujibakama · Makihashira · Umegae · Fujiuraba ―

【
要
旨
】

　

中
世
前
期
に
編
纂
さ
れ
た
『
賦
光
源
氏
物
語
詩
』
の
解
釈
・
注
釈
稿
の
第
八
稿
。
そ

れ
ぞ
れ
の
巻
を
詠
む
漢
詩
（
七
律
）
が
、
ど
の
よ
う
に
物
語
の
内
容
と
連
関
し
て
い
る

か
明
ら
か
に
す
る
。

【
キ
イ
ワ
ー
ド
】
源
氏
物
語　

漢
詩　

翻
案
物

二
十
九　

御
幸
〈
玉
鬘
并
之
七
〉

小
塩
山
麓
大
原
野 

 

小を

塩し
ほ

山さ
ん

麓ろ
く　

大お
お

原は
ら

野の

諸
衛
韋
韝
奉
帝
皇 

 

諸そ

衛ゑ

の
韋ゐ

韝か
う　

帝
皇
を
奉
ず

万
乗
幸
西
鷹
猟
路 

 

万
乗
西に
し

の
か
た
に
幸い
で
ま

す　

鷹よ
う

猟れ
ふ

の
路み
ち

三
台
以
下
扈
従
場 

 

三
台
以
下　

扈こ

従じ
ゆ
う

の
場ば

女
王
微
志
紫
衣
贈 

 

女
王
が
微
志　

紫
衣
の
贈
お
く
り
も
の

公
主
懇
懐
玉
櫛
箱 

 

公こ
う

主し
ゆ

が
懇こ
ん

懐く
わ
い　

玉た
ま

櫛ぐ
し

の
箱

裳
着
結
腰
初
見
父 

 

裳も

着ぎ

に
腰
に
結
ば
れ
て　

初
め
て
父
に
見ま
み

え

父
成
賓
礼
幾
巡
觴 

 

父　

賓
礼
成
っ
て　

幾
た
び
か
觴
さ
か
つ
き

を
巡め
ぐ

ら
せ
る

〈
七
律
。
皇
・
場
・
箱
・
觴
（
下
平
声
陽
韻
）〉

　

巻
名
は
第
三
句
に
「
幸
」
と
し
て
詠
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
巻
は
、
師
走
に
大
原
野
行
幸
が
行

わ
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
見
物
す
る
玉
鬘
は
一
行
の
中
に
父
の
姿
を
認
め
、
冷
泉
帝
の
比
類
な
き

め
で
た
さ
に
心
動
か
さ
れ
て
、
光
源
氏
が
勧
め
た
出
仕
に
も
前
向
き
に
な
る
。
光
源
氏
は
そ
の
前

に
彼
女
の
裳
着
を
す
ま
せ
る
べ
く
、
翌
二
月
と
決
め
て
父
の
内
大
臣
に
腰
結
役
を
依
頼
す
る
。
一

旦
は
辞
退
さ
れ
た
も
の
の
、
母
の
大
宮
を
見
舞
っ
て
内
大
臣
へ
の
と
り
な
し
を
頼
み
、
彼
も
事
の

次
第
を
知
っ
て
承
諾
す
る
。
裳
着
の
十
九
日
に
は
方
々
か
ら
御
祝
い
の
品
々
が
届
け
ら
れ
て
、
腰

結
役
の
内
大
臣
は
心
の
こ
も
っ
た
光
源
氏
の
配
慮
に
感
謝
し
て
和
歌
を
贈
答
し
合
う
。
続
く
巻
の

末
で
は
、
常
夏
の
巻
で
人
々
の
笑
い
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
近
江
君
が
再
び
登
場
。
玉
鬘
へ
の
羨

望
と
対
抗
意
識
か
ら
尚
侍
の
職
を
所
望
す
る
な
ど
軽
は
ず
み
な
言
動
を
し
て
人
々
を
呆
れ
さ
せ
る
。

と
同
時
に
、
そ
の
娘
の
近
江
の
君
を
か
ら
か
い
愚
弄
す
る
内
大
臣
に
対
し
て
、
読
者
は
み
じ
め
な

人
だ
と
い
う
思
い
を
禁
じ
え
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
も
っ
と
も
、
漢
詩
の
内
容
自
体
は
、
近

江
の
君
の
登
場
前
で
詠
み
さ
し
て
お
り
、
シ
ニ
カ
ル
な
場
面
は
避
け
ら
れ
て
い
る
。
因
み
に
聯
毎

に
分
け
て
訳
せ
ば
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

　

（
十
二
月
に
）
小
塩
山
の
麓
の
大
原
野
（
に
行
幸
と
い
う
こ
と
で
）、
多
く
の
護
衛
の
者
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が
弓
射
や
武
具
を
と
と
の
え
、
帝
に
お
仕
え
申
し
上
げ
る
の
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

帝み
か
ど

は
鷹
狩
の
地
へ
の
道
を
西
へ
と
お
出
か
け
に
な
ら
れ
、（
大
臣
は
じ
め
公　

卿
）
以
下

（
多
く
の
方
々
）
が
つ
き
従
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

（
光
源
氏
様
は
玉
鬘
様
の
裳
着
を
二
月
十
六
日
に
行
わ
れ
ま
し
て
、
そ
の
時
様
々
な
贈
物

が
ご
ざ
い
ま
し
た
が
）
常
陸
宮
の
御
方
（
末
摘
花
）
は
さ
さ
や
か
な
思
い
を
こ
め
（
青
鈍
色

の
細
長
や
袷
の
袴
一
揃
え
と
）
紫
の
白
け
て
み
え
る
霰
模
様
の
小
袿
な
ど
を
（
立
派
な
衣
装

箱
に
入
れ
て
）
贈
ら
れ
ま
し
た
し
、（
内
大
臣
の
母
、
玉
鬘
様
の
祖
母
で
、
桐
壺
院
の
妹
君

の
）
大
宮
様
に
は
ね
ん
ご
ろ
な
思
い
の
こ
も
っ
た
美
し
い
御
櫛
の
箱
を
お
届
け
戴
い
た
の
で

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

（
内
大
臣
様
が
）
裳
着
の
当
日
腰こ

し

結ゆ
い

の
役
を
つ
と
め
ら
れ
、
玉
鬘
様
は
初
め
て
実
の
父
上

と
顔
を
合
わ
せ
な
さ
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
父
上
様
は
賓
客
と
し
て
も
て
な
さ
れ
ま

し
て
、（
お
喜
び
で
）
ど
れ
程
杯
を
く
み
か
わ
さ
れ
た
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
。

　

首
・
頷
聯
は
、
巻
頭
あ
た
り
の
、

そ
の
十
二
月
に
、
大
原
野
の
行
幸

0

0

0

0

0

0

と
て
、
世
に
残
る
人
な
く
見
騒
ぐ
を
…
…
今
日
は
親み

王こ

た

ち
、
上
達
部
も
、
み
な
心
こ
と
に
、
御
馬
、
鞍
を
と
と
の
へ
…
…
装
束
を
飾
り
た
ま
う
つ
つ
、

め
づ
ら
か
に
を
か
し
。
左
右
大
臣

0

0

0

0

、
内
大
臣

0

0

0

、
納
言
よ
り
下

0

0

0

0

0

、
は
た

0

0

、
ま
し
て
残
ら
ず
仕
う

0

0

0

0

0

0

0

0

ま
つ
り
た
ま
へ
り

0

0

0

0

0

0

0

。
…
…
親
王
た
ち
、
上
達
部
な
ど
も
、
鷹
に
か
か
づ
ら
ひ
た
ま
へ
る
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、

め
づ
ら
し
き
狩
の
御
装
ひ
ど
も
を
設
け
た
ま
ふ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
近
衛
の
鷹
飼
ど
も

0

0

0

0

0

0

0

は
、
ま
し
て
世
に
目
馴

れ
ぬ
摺す

り

衣ご
ろ
も

を
乱
れ
着
つ
つ
、
気
色
こ
と
な
り
…
…
。

 

（
③
289
頁
9
行
～
290
頁
10
行
）

と
あ
る
部
分
を
ふ
ま
え
る
。「
小
塩
山
」
の
こ
と
は
物
語
本
文
に
は
見
え
な
い
が
、
有
名
な
業
平

歌
「
大
原

0

0

や
小
塩
の
山

0

0

0

0

も
今
日
こ
そ
は
神
代
の
こ
と
も
思
ひ
出
づ
ら
め
」（『
古
今
集
』
八
七
一

「
二
条
の
后
の
、
ま
だ
東
宮
の
御
息
所
と
申
し
け
る
時
に
、
大
原
野
に
ま
う
で
た
ま
ひ
け
る
日

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

よ

め
る
」）
や
、
貫
之
歌
「
大
原

0

0

や
小
塩
の
山

0

0

0

0

の
小
松
原
は
や
木
高
か
れ
千
代
の
影
見
む
」（『
後
撰

集
』
一
三
七
三
「
左
大
臣
の
家
の
男
子
女
子
、
冠
し
、
裳
着
侍
け
る
に
」）
で
も
大
原
野
（
神
社

名
で
も
あ
る
）
と
密
接
な
こ
と
が
知
ら
れ
、
詩
句
に
取
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。「
諸
衛
」

は
宮
中
の
守
護
や
行
幸
の
警
護
を
行
う
六
衛
府
（
の
武
官
）
を
指
す
。
小
学
館
本
の
物
語
本
文
は

「
近
衛
」
に
な
っ
て
い
る
が
、
古
注
が
準
拠
し
た
本
文
は
「
諸
衛
」
と
あ
り
、
先
例
の
延
長
六
年

（
九
二
八
）
十
二
月
の
大
原
野
行
幸
を
引
用
し
た
『
李
部
王
記
』
の
記
事
に
「
諸
衛

0

0

鷹
飼
親
王
公

卿
摺
布
衣
」、『
西
宮
抄
』
に
「
公
卿
以
下
諸
衛

0

0

及
鷹
飼
等
…
…
」
と
見
え
て
い
る
。
他
に
「
儒
士

任
㆓
諸
衛

0

0

㆒
自
㆓
当
職
㆒
遷
任
例
」（
三
善
道
統
「
請
㆑
被
㆘
特
蒙
㆓
恩
恤
㆒
因
㆓
准
先
例
㆒
挙
㆗
達
弁
官

右
衛
門
権
佐
闕
㆖
状
」『
本
朝
文
粋
』
巻
六
・
169
）
や
三
善
清
行
「
意
見
十
二
箇
条
」（
同
上
巻

二
・
67
）
に
も
見
出
せ
る
語
。「
韝
」
は
「
鞲
」 

に
も
作
り
、
弓
を
射
る
時
に
左
の
臂ひ

じ

に
着
け
る

も
の
で
、
ゆ
ご
て

0

0

0

と
も
言
う
。「
韋
」
は
な
め
し
皮
製
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
李
陵
「
答
㆓
蘇

武
㆒
書
」（『
文
選
』
巻
四
一
）」
に
「
韋0

韝0

毳
幕
、
以
禦
㆓
風
雨
㆒、
羶
肉
酪
漿
、
以
充
㆓
飢
渇
㆒
」

と
あ
り
、
李
善
注
に
「
説
文
曰
、
韝
、
臂
衣
也
。
漢
書
董
君
緑
幘
伝
、
韝
注
曰
、
韝
形
如
㆓
射

韝
㆒
以
縛
㆓
左
右
手
㆒、
以
於
㆑
事
便
也
」、
張
銑
注
に
は
「
韋
、
皮
也
。
韝
、
衣
袖
…
…
以
㆑
皮
為
㆑

袖
」
な
ど
と
見
え
て
い
る
。「
帝
皇
」
は
「
皇
帝
」
に
同
じ
く
天み
か
ど皇
を
指
す
。
こ
こ
は
平
仄
を
整

え
押
韻
す
る
為
に
顚
倒
さ
せ
て
用
い
た
。
張
衡
「
西
京
賦
」（『
文
選
』
巻
二
）
に
「
聖
上
同
㆓
天

号
于
帝
皇

0

0

㆒
」、
左
思
「
蜀
都
賦
」（
同
上
巻
四
）
に
も
「
崤
函
有
㆓
帝
皇

0

0

之
宅
㆒、
河
洛
為
㆓
王
者
之

里
㆒
」
と
あ
り
、
三
善
清
行
「
意
見
十
二
箇
条
〈
応
㆘
消
㆓
水
旱
㆒
求
㆗
豊
穣
㆖
事
〉」
に
も
「
帝
皇

0

0

之
誠
、
依
㆓
禅
僧
㆒
而
易
㆑
感
」
と
見
え
て
い
る
。

　

頷
聯
の
「
万
乗
」
は
天
子
・
天
皇
を
指
す
。『
文
選
』
に
は
よ
く
見
え
る
語
で
、
張
衡
「
東
京

賦
」（『
文
選
』
巻
三
）
に
「
雖
㆓
万
乗

0

0

之
無
㆒㆑
懼
、
猶
怵
㆓
惕
於
一
夫
㆒
」
と
あ
り
、
薛
綜
注
に

「
万
乗
、
天
子
也
」
と
記
さ
れ
、「
万
乗

0

0

威
加
新
海
内
、
数
行
涙
落
故
郷
情
」（「
読
㆓
史
記
㆒
竟
読
㆑

史
得
㆓
高
祖
㆒
」『
田
氏
家
集
』
巻
上
・
37
）、
菅
原
淳
茂
「
月
影
満
㆓
秋
池
㆒
詩
序
」（『
本
朝
文

粋
』
巻
八
・
209
）
に
も
「
太
上
法
皇
、
雖
㆘
入
㆓
三
蜜
之
道
㆒
出
㆗
万
乗

0

0

之
家
㆖、
猶
未
㆑
捨
㆓
此
地
風

流
㆒
」
な
ど
と
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
鷹
猟
」
は
鷹
を
使
い
猟
を
す
る
こ
と
で
鷹
狩
に
同
じ
。
桓

武
天
皇
も
鷹
を
愛
さ
れ
た
と
い
う
が
、
嵯
峨
天
皇
は
鷹
狩
を
好
ん
で
畋
猟
の
記
事
が
史
書
に
も
見

え
、
自
ら
漢
詩
（『
凌
雲
集
』）
に
も
詠
ん
で
、『
新
修
鷹
経
』
を
撰
さ
せ
た
（
弘
仁
二
年
と
云
う
。

『
嵯
峨
野
物
語
』『
養
鷹
記
』）
と
も
伝
え
ら
れ
る
。
菅
原
道
真
が
「
放
㆓
鷂
獦

0

0

㆒
馳
」（
鷹
犬
を

放
っ
て
走
ら
せ
る
意
。「
競
狩
記
」）、
紀
長
谷
雄
が
「
肥
馬
軽
裘
与
㆓
鷹
犬

0

0

㆒、
毎
㆑
日
群
遊
俠
客

筵
」（「
貧
女
吟
」）
と
記
す
よ
う
に
、
猟
に
は
犬
も
重
要
な
役
割
を
担
う
の
だ
が
、
物
語
文
中
に

は
記
さ
れ
な
い
。「
三
台
」
は
人
臣
で
あ
る
三
公
（
太
尉
・
司
空
・
司
徒
）
の
位
を
指
す
が
、
本

朝
で
は
大
臣
（
太
政
大
臣
・
左
右
大
臣
・
内
大
臣
）
の
唐
名
と
考
え
て
よ
い
。「
三
台

0

0

樹
㆑
位
、

履
㆑
道
是
鍾
」（
曹
植
「
王
仲
宣
誄
」『
文
選
』
巻
五
六
）
と
あ
る
呂
向
注
に
「
三
台
、
星
名
、
三

公
之
象
也
」
と
見
え
、「
三
台

0

0

九
棘
、
百
辟
千
僚
」（
三
善
道
統
「
為
㆓
空
也
上
人
㆒
供
㆓
養
金
字
般

若
経
㆒
願
文
」『
本
朝
文
粋
』
巻
一
三
・
409
）
と
用
い
ら
れ
て
い
る
。
猶
、
物
語
で
は
太
政
大
臣

の
光
源
氏
は
行
幸
に
参
加
し
て
い
な
い
。「
扈
従
」
は
天
子
に
つ
き
従
う
こ
と
。「
扈
従

0

0

横
行
、

出
㆓
乎
四
校
之
中
㆒
」（
司
馬
相
如
「
上
林
賦
」『
文
選
』
巻
八
）
と
あ
る
呂
延
済
注
に
「
大
衆
従
㆑

君
也
」
と
見
え
、「
扈0

㆓
従0

吉
野
宮
㆒
」（『
懐
風
藻
』
73
紀
男
人
の
詩
題
）
な
ど
よ
く
見
え
る
語
。

　

頸
聯
は
、
玉
鬘
の
裳
着
に
際
し
て
祝
い
の
品
々
が
届
け
ら
れ
る
場
面
を
背
景
と
す
る
。
第
五
句

の
「
女
王
」
は
こ
こ
で
は
常
陸
宮
親
王
の
女
で
あ
る
末
摘
花
を
指
し
、「
常
陸
の
宮

0

0

0

0

の
御
方
、
あ
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や
し
う
も
の
う
る
は
し
う
、
さ
る
べ
き
こ
と
の
を
り
過
ぐ
さ
ぬ
古
代
の
御
心
に
て
…
…
青あ
を

鈍に
び

の
細

長
一
襲
、
落
栗
と
か
や
、
何
と
か
や
、
昔
の
人
の
め
で
た
う
し
け
る
袷
の
袴
一
具
、
紫
の
し
ら
き

0

0

0

0

0

り
見
ゆ
る
霰
地
の
御
小
袿

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
、
よ
き
衣
箱
に
入
れ
て
、
つ
つ
み
い
と
う
る
は
し
う
て
奉
れ
た
ま
へ

り
。
…
…
こ
れ
、
い
と
あ
や
し
け
れ
ど
、
人
に
も
賜
せ
よ
」（
③
313
頁
15
行
～
314
頁
10
行
）
な
ど

と
贈
物
し
た
部
分
に
よ
る
。
第
六
句
の
「
公
主
」
は
大
宮
（
桐
壺
の
妹
、
葵
の
上
や
内
大
臣
の

母
）
を
指
し
、「
三
条
宮

0

0

0

よ
り
忍
び
や
か
に
御
使
あ
り
。
御
櫛
の
箱

0

0

0

0

な
ど
、
に
は
か
な
れ
ど
、
事

ど
も
い
と
き
よ
ら
に
」（
③
312
頁
１
～
３
行
）
仕
立
て
た
品
と
「
玉た

ま

匣く
し
げ

」（
玉
櫛
笥
）
を
詠
込
ん

だ
歌
が
届
け
ら
れ
た
こ
と
を
ふ
ま
え
て
い
る
。「
女
王
」
を
皇
室
の
女
子
（
で
内
親
王
で
な
い

者
）
の
意
で
用
い
る
の
は
和
習
か
。「
皇
大
妃
内
親
王
及
女
王

0

0

嬪
封
各
有
㆑
差
」（『
続
日
本
紀
』

大
宝
元
年
七
月
二
一
日
条
）「
充
㆓
華
山
法
皇
外
祖
母
恵
子
女
王

0

0

封
戸
年
官
年
爵
㆒
勅
」（『
本
朝
文

粋
』
巻
二
・
50
慶
滋
保
胤
作
。
恵
子
は
代
明
親
王
女
）
な
ど
と
見
え
る
。「
微
志
」
は
こ
こ
で
は

さ
さ
や
か
な
気
持
ち
（
ば
か
り
の
品
）
の
意
（
恐
ら
く
末
摘
花
の
謙
辞
を
込
め
て
用
い
る
か
）。

「
願
陛
下
矜
㆓
愍
愚
誠
㆒、
聴
㆓
臣
微
志

0

0

㆒
」（
李
密
「
陳
情
表
」『
文
選
』
巻
三
七
）「
斯
須
㆘
得
㆑
接
㆓

佳
遊
境
㆒、
微
志

0

0

所
㆑
之
憖
詠
吟
㆖
」（
藤
原
明
衡
「
初
冬
書
懐
」『
無
題
詩
』
巻
五
・
316
）
な
ど
は

そ
の
語
例
。「
公
主
」
は
天
子
の
娘
。「
至
㆓
周
中
葉
㆒、
天
子
嫁
㆓
女
于
諸
侯
㆒。
天
子
至
尊
、
不
㆓
自

主
㆒㆑
婚
、
必
使
㆓
諸
侯
同
姓
者
主
㆒㆑
之
。
始
謂
㆓
之
公
主
㆒。
秦
代
因
㆑
之
亦
曰
㆓
公
主
㆒。
史
記
云
、

李
斯
男
皆
尚
㆓
秦
公
主
㆒、
是
也
。
漢
制
、
帝
女
為

0

0

0

㆓
公
主

0

0

㆒、
帝
姉
妹
為
㆓
長
公
主
㆒
」（『
初
学
記
』

巻
一
〇
・
公
主
）、「
宮
殿
楼
閣
、
百
官
曹
庁
、
親
王
公
主

0

0

之
第
宅
、
后
妃
嬪
御
之
宮
館
」（
三
善

清
行
「
意
見
十
二
箇
条
」『
本
朝
文
粋
』
巻
二
・
67
）
な
ど
と
あ
る
。「
懇
懐
」
は
ま
ご
こ
ろ
の
こ

も
っ
た
思
い
、
ね
ん
ご
ろ
な
心
。

　

尾
聯
は
、
玉
鬘
の
裳
着
の
日
（
二
月
一
六
日
）、
父
の
内
大
臣
が
腰
結
（
裳
の
ひ
も
を
腰
に
結

ぶ
）
役
を
つ
と
め
る
次
の
場
面
を
背
景
と
す
る
。

内
大
臣
は
、
さ
し
も
急
が
れ
た
ま
ふ
ま
じ
き
御
心
な
れ
ど
、
め
づ
ら
か
に
聞
き
た
ま
う
し
後

は
、
い
つ
し
か
と
御
心
に
か
か
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

た
れ
ば
、
と
く
参
り
た
ま
へ
り
。
…
…
亥ゐ

の
刻
に
て
、
入

れ
た
て
ま
つ
り
た
ま
ふ
。
例
の
御
設
け
を
ば
さ
る
も
の
に
て
、
内
の
御
座
い
と
二
な
く
し
つ

ら
は
せ
た
ま
う
て
、
御
肴
ま
ゐ
ら
せ
た
ま
ふ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
…
…
い
み
じ
う
ゆ
か
し
う
思
ひ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

き
こ
え
た
ま

へ
ど
、
今
宵
は
い
と
ゆ
く
り
か
な
べ
け
れ
ば
、
ひ
き
結
び
た
ま
ふ

0

0

0

0

0

0

0

ほ
ど
、
え
忍
び
た
ま
は
ぬ

気
色
な
り
。
主
の
大
臣
、「
今
宵
は
い
に
し
へ
ざ
ま
の
こ
と
は
か
け
は
べ
ら
ね
ば
、
何
の
あ

や
め
も
分
か
せ
た
ま
ふ
ま
じ
く
な
む
。
心
知
ら
ぬ
人
目
を
飾
り
て
、
な
ほ
世
の
常
の
作
法

に
」
と
聞
こ
え
た
ま
ふ
。「
げ
に
、
さ
ら
に
聞
こ
え
さ
せ
や
る
べ
き
方
は
べ
ら
ず
な
む
」。
御0

土0
か
は
ら
け器0

ま
ゐ
る

0

0

0

…
…
。

 

（
③
316
頁
3
行
～
317
頁
3
行
）

　

早
く
娘
に
会
い
た
い
と
思
い
つ
つ
六
条
院
に
参
上
し
た
内
大
臣
は
御
簾
の
中
に
招
か
れ
て
酒
肴

の
も
て
な
し
を
受
け
、
娘
の
腰
紐
を
結
び
、
光
源
氏
の
心
配
り
に
感
謝
し
つ
つ
和
歌
の
贈
答
を
す

る
こ
と
に
な
る
。
第
七
句
「
初
見
父
」
と
玉
鬘
の
視
点
で
詩
を
詠
ん
で
い
る
の
が
、
物
語
本
文
と

は
異
な
る
点
で
あ
ろ
う
か
。
末
句
、
内
大
臣
が
六
条
院
の
来
賓
と
し
て
の
礼
を
尽
く
す
と
は
、
光

源
氏
の
懇
切
な
配
慮
に
改
め
て
礼
を
述
べ
、
和
歌
を
交
わ
す
展
開
の
含
意
で
あ
ろ
う
。
物
語
本
文

で
は
大
い
に
杯
を
傾
け
た
と
い
う
描
写
は
必
ず
し
も
な
い
が
、
内
大
臣
が
「
御
土
器
ま
ゐ
」
り
、

「
今
ま
で
か
く
忍
び
こ
め
さ
せ
た
ま
ひ
け
る
恨
み
も
、
い
か
が
添
へ
は
べ
ら
ざ
ら
む
」（
③
317
頁
５

～
６
行
）
と
、
光
源
氏
に
絡
ん
で
い
る
よ
う
に
漢
詩
作
者
は
受
け
と
っ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

「
賓
礼
」
は
客
人
と
し
て
も
て
な
さ
れ
る
こ
と
。「
賓
礼

0

0

毎
㆑
進
以
譲
」（『
礼
記
』
坊
記
）「
賓
礼

0

0

来
時
懐
㆑
土
雁
、
旅
人
帰
処
泣
㆑
珠
蛟
」（「
客
館
書
㆑
懐
寄
㆓
渤
海
副
使
大
夫
㆒
」『
菅
家
文
草
』
巻

五
）
と
見
え
る
。「
巡
觴
」
は
酒
杯
を
め
ぐ
ら
す
。「
素
壁
聯
㆑
題
分
㆓
韻
句
㆒、
紅
炉
巡0

㆑
飲
暖
㆓
寒

杯
㆒
」（「
花
楼
望
㆑
雪
命
㆑
宴
賦
㆑
詩
」『
白
氏
文
集
』
巻
二
〇
）
や
「
花
間
酌
㆑
酒
幾
催
㆑
巡0

、
酣

暢
難
㆑
堪
欲
㆑
暮
春
」（
橘
正
通
「
酒
従
㆓
花
裏
㆒
酌
」『
善
秀
才
宅
詩
合
』）
な
ど
と
い
う
類
。

三
十　

蘭
〈
同
八
〉

尚
侍
須
聞
吾
教
誨 

 

尚
侍
須
ら
く
聞
く
べ
し　

吾
が
教
誨

女
唯
三
従
又
無
望 

 

女
は
唯
だ
三
従
あ
る
の
み　

又
望
む
こ
と
無
か
れ

妍
姿
相
映
対
明
月 

 

妍
姿
相
映は

え
て　

明
月
に
対む
か

ひ

浮
命
纔
懸
惜
季
商 

 

浮
命
纔わ
づ

か
に
懸か

け
て　

季
商
を
惜
し
む

詞
顕
紫
蘭
花
結
露 

 

詞
に
顕
は
る　

紫
蘭
の
花
に
結
ぶ
露

契
残
玉
篠
葉
分
霜 

 

契
り
に
残
る　

玉き
よ
く

篠せ
う

の
葉
分
け
の
霜

冬
初
参
内
期
徐
近 

 

冬
の
初
め
の
参
内　

期
徐や
う
や

く
近
く

書
札
競
来
筆
不
遑 

 

書
札
競
ひ
来
り
て　

筆
遑
い
と
ま
あ

ら
ず

〈
七
律
。
望
・
商
・
霜
・
遑
（
下
平
声
陽
韻
）〉

　

「
蘭
」
は
「
兼
名
苑
云
、
蘭
一
名
蕙
〈
闌
、
恵
二
音
。
和
名
本
草
云
、
布
知
波
賀
万

0

0

0

0

0

。
新
撰
万

葉
集
、
別
用
㆓
藤
袴

0

0

二
字
㆒
〉」（『
和
名
抄
』
巻
二
〇
）、『
和
漢
朗
詠
集
』（
巻
上
・
蘭0

290
）
に

「
ぬ
し
知
ら
ぬ
香
こ
そ
に
ほ
へ
れ
秋
の
野
に
誰
が
ぬ
ぎ
か
け
し
ふ
じ
ば
か
ま

0

0

0

0

0

ぞ
も
」（
素
性
）
と
見

え
る
よ
う
に
藤
袴
を
指
し
、
巻
名
は
第
五
句
に
「
紫
蘭
」
と
し
て
詠
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
巻
は

自
分
の
あ
り
よ
う
に
孤
り
苦
悩
す
る
玉
鬘
の
様
子
に
始
ま
る
。
そ
の
も
と
へ
光
源
氏
の
使
い
で
夕

霧
が
訪
れ
て
、
尚
侍
任
命
の
帝
意
を
伝
え
る
と
共
に
蘭
（
藤
袴
）
を
差
入
れ
歌
を
詠
み
か
け
、
自

ら
の
思
い
を
か
き
口
説
く
。
そ
の
後
、
父
に
復
命
し
た
彼
は
、
玉
鬘
に
対
す
る
父
の
存
念
を
問
い
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詰
め
る
が
、
父
へ
の
疑
念
は
晴
れ
な
い
。
玉
鬘
が
大
宮
逝
去
に
よ
る
喪
服
を
脱
ぎ
、
十
月
に
出
仕

と
決
ま
る
や
、
彼
女
に
懸
想
し
て
い
た
人
達
は
皆
が
っ
く
り
す
る
。
父
の
使
い
で
訪
れ
た
柏
木
も

伝
言
を
語
り
な
が
ら
怨う

ら
み

言ご
と

を
述
べ
、
歌
の
贈
答
を
し
て
退
く
が
、
彼
を
通
し
て
玉
鬘
に
並
々
な

ら
ぬ
思
い
を
抱
い
て
い
た
鬚
黒
大
将
は
熱
心
に
縁
組
み
を
求
め
、
他
に
も
蛍
兵
部
卿
宮
や
左
兵
衛

督
等
多
く
の
手
紙
や
歌
が
彼
女
の
も
と
に
も
た
ら
さ
れ
る
。
唯
一
返
歌
し
た
宮
へ
の
歌
は
そ
の
気

持
ち
を
汲
む
思
い
を
に
じ
ま
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
以
下
聯
毎
に
訳
し
て
み
た
い
。

　

尚な
い
し

侍の
か
み

（
の
玉
鬘
さ
ま
）
よ
、
よ
く
お
聞
き
召
さ
れ
よ
、
こ
の
私
（
詩
作
者
）
の
教
え
を
。

（
光
源
氏
様
が
仰
っ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
）
女
性
に
は
た
だ
三
従
あ
る　

の
み
で
、（
他
に
）

望
ん
で
は
な
り
ま
せ
ぬ
。

　

月
に
向
か
っ
て
居
り
ま
す
と
、（
柏
木
様
の
）
美
し
い
姿
は
照
り
映
え
る
よ
う
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
ま
た
、（
玉
鬘
様
に
文ふ

み

を
寄
せ
ら
れ
た
）
鬚
黒
様
も
（
彼
女
の
出
仕
は
な
い
も
の

と
）
生い

の
ち命
を
か
け
て
頼
み
に
し
て
お
ら
れ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
も
今
は
は
か
な
い
と
晩
秋
の

あ
わ
れ
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
の
で
し
た
。

　

野
辺
の
藤
袴
の
花
に
結
ぶ
露
を
、（
訪
れ
た
夕
霧
様
の
）
和
歌
は
表
現
し
て
お
り
ま
し
た

（
が
、
そ
れ
は
彼
の
玉
鬘
様
へ
の
思
い
を
訴
え
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
し
た
）
し
、（
蛍
兵
部
卿

宮
様
の
）
お
贈
り
に
な
っ
た
歌
も
玉
笹
の
葉
毎
に
降
り
た
霜
の
よ
う
な
（
御
自
身
の
）
思
い

だ
け
で
も
せ
め
て
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
を
込
め
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

（
玉
鬘
様
の
御
出
仕
は
）
冬
の
初
め
（
十
月
）
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
参
内
の
時
期

も
次
第
に
近
付
い
て
参
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
お
手
紙
が
競
う
よ
う
に
届
け
ら
れ
た
の

で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、（
彼
女
は
）
御
返
書
な
さ
る
暇い

と
ま

も
な
か
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

首
聯
は
、
物
語
の
冒
頭
、
尚
侍
の
宮
仕
え
を
め
ぐ
っ
て
悩
む
玉
鬘
（
③
333
頁
11
行
目
で
は
「
尚

侍
の
君
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
）
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
も
、
夕
霧
が
父
と
玉
鬘
と
の
関
係
を
問
い

質
し
た
時
、
光
源
氏
が
答
え
た
言
葉
、「
方
々
い
と
似
げ
な
き
こ
と
か
な
。
な
ほ
、
宮
仕
を
も
何

ご
と
を
も
、
御
心
ゆ
る
し
て
、
か
く
な
ん
と
思
さ
れ
ん
さ
ま
に
ぞ
従
ふ
べ
き
。
女
は
三
つ
に
従
ふ

0

0

0

0

0

0

0

も
の
に
こ
そ

0

0

0

0

0

あ
な
れ
ど
、
つ
い
で
を
違
へ
て
、
お
の
が
心
に
任
せ
ん
こ
と
は
あ
る
ま
じ
き
こ
と

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

な

り
」（
③
336
頁
10
～
13
行
）
を
ふ
ま
え
な
が
ら
詠
む
も
の
で
あ
る
。「
教
誨
」
は
教
え
さ
と
す
、
教

訓
。「
譲
㆓
三
老
孝
悌
㆒、
以
㆘
不
㆓
教
誨

0

0

㆒
之
過
㆖
」（
司
馬
相
如
「
喩
㆓
巴
蜀
㆒
檄
」『
文
選
』
巻
四

四
）「
吾
加
㆓
教
誨

0

0

㆒、
宜
㆑
莫
㆑
殺
㆑
之
」（『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
元
年
七
月
二
日
）
は
そ
の
先

例
。「
三
従
」
は
古
注
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
「
礼
記
郊
特
牲
云
、
婦
人
従
㆑
人
者
也
〈
幼

従
㆓
父
兄
㆒、
嫁
従
㆑
夫
、
夫
死
従
㆑
子
〉」（『
紫
明
抄
』
巻
六
・
ふ
ち
は
か
ま
）
に
よ
り
、「
有
㆓
三0

従0

之
道
㆒。
在
㆑
家
従
㆓
父
兄
㆒、
適
㆑
人
従
㆑
夫
、
夫
死
従
㆑
子
」（『
孔
子
家
語
』
本
命
解
）
と
も
見

え
、
本
朝
で
は
『
世
俗
諺
文
』（
巻
上
・
81
「
三
従
」。『
礼
記
』
所
引
）
の
他
に
、「
在
㆑
家
従
㆑

父
、
出
㆑
家
従
㆑
夫
、
夫
死
従
㆑
子
〈
謂
㆓
之
三
従
㆒
〉」（『
口
遊
』
人
倫
門
）
と
あ
る
の
も
知
ら
れ

て
い
よ
う
。

　

頷
聯
は
、
柏
木
が
姉
弟
の
関
係
に
あ
る
玉
鬘
の
も
と
を
訪
れ
、
父
内
大
臣
の
言
葉
を
伝
え
る
と

共
に
自
ら
怨
み
言
を
述
べ
た
て
、
和
歌
を
贈
答
し
合
っ
た
後
、

月
隈
な
く
さ
し
上
が
り
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
空
の
け
し
き
も
艶
な
る
に
、
い
と
あ
て
や
か
に
き
よ
げ
な
る
容

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

貌
し
て

0

0

0

、
御
直
衣
の
姿

0

0

0

0

0

、
好
ま
し
く
華
や
か
に
て
い
と
を
か
し

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
宰
相
中
将
（
夕
霧
）
の
け

は
ひ
あ
り
さ
ま
に
は
、
え
並
び
た
ま
は
ね
ど
、
こ
れ
も
を
か
し
か
め
る
は
、
い
か
で
か
か
る

御
仲
ら
ひ
な
り
け
む
と
、
若
き
人
々
は
、
例
の
、
さ
る
ま
じ
き
こ
と
を
も
と
り
た
て
め
で
あ

へ
り
。

 

（
③
342
頁
２
～
７
行
）

と
い
う
場
面
を
背
景
に
し
て
い
よ
う
。
第
四
句
は
、

九
月

0

0

に
も
な
り
ぬ
。
…
…
持
て
参
る
御
文
ど
も
を
…
…
大
将
殿
の
に
は
、「
な
ほ
頼
み
来
し

も
、
過
ぎ
ゆ
く
空
の
け
し
き
こ
そ
、
心
づ
く
し
に
、

　

（
鬚
黒
）
数
な
ら
ば
い
と
ひ
も
せ
ま
し
長
月

0

0

に
命
を
か
く
る
ほ
ど
ぞ
は
か
な
き

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
…
…

 

（
③
344
頁
１
～
８
行
）

と
嘆
く
鬚
黒
の
心
情
に
関
わ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。「
妍
姿
」
は
あ
で
や
か
な
美
し
い
（
柏
木
の
）

姿
。
こ
の
語
は
「
縦
令
妍
婆

0

0

艶
質
化
為
㆑
土
、
此
恨
長
在
無
㆓
銷
期
㆒
」（「
李
夫
人
」『
白
氏
文

集
』
巻
四
）「
芳
意
浅
深
応
㆓
誘
引
㆒、
妍
婆

0

0

多
少
作
㆓
良
媒
㆒
」（
一
条
天
皇
「
春
色
伴
㆑
花
来
」

『
類
聚
句
題
抄
』
166
）
な
ど
の
よ
う
に
女
性
や
花
（
の
美
し
さ
）
に
用
い
る
の
が
一
般
か
。「
浮

命
」
は
は
か
な
い
命
。
浮
生
に
殆
ど
同
意
で
用
い
て
い
る
だ
ろ
う
（
命
は
仄
声
、
生
は
平
声
、
こ

の
句
の
二
字
目
は
仄
声
字
が
求
め
ら
れ
る
）。「
浮
命

0

0

八
旬
何
震
有
、
往
生
九
品
任
㆓
南
無
㆒
」（
菅

原
在
良
「
冬
日
遊
㆓
円
融
寺
㆒
」『
無
題
詩
』
巻
一
〇
・
681
）
と
見
え
る
。「
季
商
」 

は
晩
秋
九
月

の
こ
と
。「
梁
元
帝
纂
要
曰
…
…
九
月
季
秋
、
亦
曰
㆓
暮
秋
末
秋
暮
商
季
商

0

0

杪
秋
㆒
」（『
初
学
記
』

巻
三
・
秋
）
と
あ
り
、「
季
商

0

0

景
趣
雖
㆑
揺
㆑
意
、
此
処
幽
閑
興
不
㆑
堪
」（
輔
仁
親
王
「
山
寺
即

事
」『
無
題
詩
』
巻
一
〇
・
729
）
と
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

頸
聯
の
第
五
句
は
、
頷
聯
の
前
の
場
面
に
戻
り
、
夕
霧
の
詠
ん
だ
「
お
な
じ
野
の
露0

に
や
つ
る

る
藤
袴

0

0

あ
は
れ
か
け
よ
か
ご
と
ば
か
り
も
」
と
、
玉
鬘
の
返
し
「
た
づ
ぬ
る
に
は
る
け
き
野
辺
の

露0

な
ら
ば
う
す
紫0

や
か
ご
と
な
ら
ま
し
」（
③
332
頁
７
～
12
行
）
を
念
頭
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
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る
が
、
第
六
句
は
頷
聯
の
柏
木
・
鬚
黒
の
件
の
後
に
見
え
る
蛍
兵
部
卿
宮
の
和
歌
「
朝
日
さ
す
光

を
見
て
も
玉
笹

0

0

の
葉
分

0

0

の
霜0

を
消
た
ず
も
あ
ら
な
む
」（
③
344
頁
11
行
）
を
背
景
に
詠
じ
た
も
の

で
あ
る
。
一
部
前
後
す
る
が
、
い
ず
れ
も
出
仕
の
決
ま
っ
た
玉
鬘
に
懸
想
人
が
手
紙
を
届
け
て
く

る
場
面
と
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。「
紫
蘭
」
は
「
紫
蘭

0

0

丹
椒
、
施
和
必
節
」（
曹
植
「
七
啓
八
首
」

其
二
『
文
選
』
巻
三
四
）「
秋
月
晩
生
丹
桂
実
、
春
風
新
長
紫
蘭

0

0

芽
」（「
予
与
㆓
微
之
㆒
老
而
無
㆑

子
発
㆓
於
言
歎
㆒
…
…
」『
白
氏
文
集
』
巻
五
六
）
な
ど
と
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
藤
袴
の
こ
と
。

「
踏
㆑
露
路
迷
㆓
紅
葉
色
㆒、
迎
㆑
風
衣
染
㆓
紫
蘭

0

0

香
㆒
」（
藤
原
為
時
「
嵯
峨
秋
望
」『
新
撰
朗
詠
集
』

巻
上
・
秋
興
207
）
と
見
え
る
。「
玉
篠
」
は
美
し
い
笹
、
矢や

竹だ
け

と
い
っ
た
竹
の
類
。「
篠
」
は
筱
に

同
じ
。

　

尾
聯
は
、
玉
鬘
の
出
仕
の
時
期
が
「
月
立
た
ば
な
ほ
参
り
た
ま
は
む
こ
と
忌い

み

あ
る
べ
し
。
十
月

0

0

ば
か
り
に
」（
③
338
頁
１
～
３
行
）
と
決
め
ら
れ
た
こ
と
と
関
わ
り
、
既
に
前
聯
で
も
触
れ
た
よ

う
に
懸
想
人
達
の
手
紙
が
競
う
よ
う
に
彼
女
の
も
と
に
寄
せ
ら
れ
て
来
た
場
面
を
受
け
る
。
だ
が
、

彼
女
自
身
は
読
む
意
志
も
な
く
、
た
だ
女
房
が
読
む
の
を
聞
き
流
す
と
い
う
状
態
だ
か
ら
、
詩
に

云
う
「
筆
不
遑
」
ど
こ
ろ
か
、
殆
ど
返
事
を
す
る
つ
も
り
な
ど
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（
兵
部
卿
宮

だ
け
に
は
し
て
い
る
が
）。「
書
札
」
は
手
紙
の
こ
と
。「
客
従
㆓
遠
方
㆒
来
、
遺
㆓
我
一
書
札

0

0

㆒
」

（「
古
詩
十
九
首
」
其
一
七
『
文
選
』
巻
二
九
）
と
見
え
る
張
銑
注
に
「
札
、
筆
也
。
謂
㆑
書
也
」

と
あ
る
。「
不
遑
」
は
余
裕
や
ひ
ま
が
な
い
意
。「
低
㆑
腰
復
斂
㆑
手
、
心
体
不0

㆑
遑0

㆑
安
」（「
酬
二

李
少
府
曹
長
官
舎
見
㆒㆑
贈
」『
白
氏
文
集
』
巻
九
）「
候
節
時
無
㆑
誤
、
斎
心
採
不0

㆑
遑0

」（「
賦
㆓
得

躬
桑
㆒
」『
菅
家
文
草
』
巻
一
）
な
ど
の
例
が
あ
る
。

三
十
一　

柀ま
き
は
し
ら柱
〈
同
九
〉

人
心
反
覆
眼
前
在 

 

人
心
の
反
覆　

眼
前
に
在
り

間
旧
愛
新
兼
不
図 

 

旧
を
間へ
だ

て
新
を
愛
す
る
こ
と　

兼
ね
て
図は
か

ら
ず

縦
出
華
亭
雖
従
母 

 

縦た
と

ひ
華
亭
を
出
で　

母
に
従
ふ
と
雖
も

断
当
柀
柱
勿
忘
吾 

 

断
じ
て
当
に
柀ま
き
ば
し
ら柱
よ　

吾
を
忘
る
る
こ
と
勿な
か

る
べ
し

雲
霄
仙
客
歌
声
曙 

 

雲う
ん
せ
う霄
の
仙
客　

歌う
た

声ご
ゑ

の
曙

羅
綺
佳
人
袖
色
殊 

 

羅
綺
の
佳
人　

袖
の
色
の
殊
な
り

井
手
山
吹
今
已
盛 

 

井
手
の
山や
ま

吹ぶ
き　

今
し
已
に
盛
り
に

何
為
濃
艶
隔
中
途 

 

何な
ん

為す

れ
ぞ
濃
艶　

中
途
を
隔
つ
る

〈
七
律
。
図
・
吾
・
殊
・
途
（
上
平
声
虞
韻
）〉

　

巻
名
は
第
四
句
に
「
柀ま
き

柱は
し
ら

」（『
紫
明
抄
』
や
『
河
海
抄
』
と
い
っ
た
古
注
の
表
記
は
こ
れ
）

と
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
。
柀
は
珍
し
い
表
記
か
も
知
れ
な
い
が
「
玉
篇
云
、
柀
〈
音
彼
。
日
本
紀

私
記
云
、
末
木
。
今
案
、
又
杉
一
名
也
。
見
㆓
爾
雅
注
㆒
〉
木
名
。
作
㆑
柱
埋
㆑
之
、
能
不
㆑
腐
者

也
」（『
和
名
抄
』
巻
二
〇
）
と
あ
り
、
杉
の
こ
と
。
こ
の
巻
は
、
先
ず
玉
鬘
を
得
て
有
頂
天
の
鬚

黒
に
対
し
（
光
源
氏
や
内
大
臣
の
思
い
も
綴
ら
れ
て
は
い
る
が
）、
心
を
病
む
彼
の
妻
北
の
方
の

苛
立
ち
と
苦
悩
が
描
か
れ
る
。
鬚
黒
が
玉
鬘
の
も
と
へ
出
か
け
よ
う
と
す
る
や
、
彼
に
火
取
り
の

灰
を
か
け
る
場
面
は
殊
に
印
象
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
彼
が
北
の
方
を
避
け
る
よ
う
に
な
り
、
彼

女
の
父
式
部
卿
宮
（
紫
の
上
の
父
で
も
あ
る
）
が
娘
と
孫
娘
を
引
き
と
る
こ
と
に
な
る
。
巻
名
は

そ
の
時
詠
ま
れ
た
鬚
黒
の
娘
（
と
妻
北
の
方
）
の
歌
に
見
え
る
こ
と
に
よ
る
。
宮
は
光
源
氏
を
罵

り
、
鬚
黒
に
も
冷
た
く
対
し
た
。
鬚
黒
は
玉
鬘
を
出
仕
さ
せ
、
彼
女
の
局
は
清
涼
殿
に
近
い
承
香

殿
の
東
面
に
設
け
ら
れ
た
が
、
彼
は
気
が
か
り
で
な
ら
ず
、
男
踏
歌
の
折
に
退
出
を
促
す
。
そ
の

一
方
で
、
蛍
兵
部
卿
宮
・
帝
の
玉
鬘
に
寄
せ
る
思
い
が
描
か
れ
、
光
源
氏
も
彼
女
へ
の
思
い
に
く

れ
る
。
そ
し
て
、
話
は
玉
鬘
の
鬚
黒
の
子
出
産
へ
と
展
開
し
て
い
る
。
聯
毎
に
訳
す
と
次
の
よ
う

に
な
ろ
う
か
。

　

人
の
心
は
手
の
ひ
ら
を
返
す
よ
う
に
変
わ
る
も
の
で
、
眼
の
前
（
の
こ
の
物
語
の
巻
の

中
）
に
ご
ざ
い
ま
す
。
古
く
か
ら
連
れ
添
っ
た
北
の
方
様
に
距
離
を
置
き
、
新
た
な
女ひ

と

（
玉

鬘
）
を
愛
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
の
は
以
前
か
ら
意
図
し
て
の
こ
と
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
…
…
。

　

た
と
え
（
こ
れ
迄
住
ま
わ
れ
て
い
た
）
邸
宅
を
母
君
に
従
っ
て
出
て
ゆ
く
に
い
た
し
ま
し

て
も
、
家
の
真
木
柱
よ
、
い
つ
も
寄
り
か
か
っ
て
い
た
私
の
こ
と
は
決
し
て
忘
れ
な
い
で
ね
、

と
お
嬢
様
（
鬚
黒
の
女
）
は
歌
に
お
詠
み
に
な
り
（
書
き
つ
け
柱
の
割
れ
目
に
押
込
ん
だ
の

で
ご
ざ
い
）
ま
し
た
。

　

（
男
踏
歌
の
時
）
雲
居
に
お
ら
れ
ま
す
仙
人
と
も
思
わ
れ
ま
す
君
達
、
殿
上
人
御
一
行
様

が
、（
諸
処
を
巡め

ぐ

ら
れ
「
竹
河
」
を
）
謡う
た

わ
れ
る
明
け
方
（
の
風
情
は
ま
こ
と
に
素
晴
ら
し

い
も
の
）
で
ご
ざ
い
ま
す
。（
ど
ち
ら
で
も
そ
う
で
す
が
、
殊
に
玉
鬘
様
の
と
こ
ろ
で
は
）

誰
も
が
美
し
い
薄
絹
の
衣
の
袖
の
色
重
ね
、
そ
の
出い

だ
し

衣ぎ
ぬ

の
美
し
さ
は
格
別
な
も
の
が
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

（
光
源
氏
様
は
三
月
の
山
吹
が
美
し
く
咲
い
て
い
る
夕
映
え
の
中
、
歌
を
玉
鬘
様
に
お
届

け
に
な
り
ま
し
た
が
）
井
手
の
山
吹
は
已
に
今
を
盛
り
と
咲
い
て
お
り
ま
す
も
の
の
、
一
体

ど
う
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
、
そ
の
美
し
い
花
（
の
よ
う
な
あ
な
た
）
は
（
私
と
井
手
の
）
中

道
に
よ
り
隔
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
（
と
い
う
内
容
な
の
で
ご
ざ
い
ま
し
た
）。

　

首
聯
は
鬚
黒
大
将
の
寵
愛
が
北
の
方
（
式
部
卿
宮
女
）
か
ら
玉
鬘
に
移
っ
た
と
い
う
こ
の
巻
全
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体
の
あ
り
よ
う
を
示
し
て
い
よ
う
。「
人
心
」
は
人
の
情こ
こ
ろ

。
白
詩
に
も
多
く
見
え
、「
太
行
之
路

能
摧
㆑
車
、
若
比
㆓
人
心

0

0

㆒
是
坦
途
」（「
太
行
路
」『
白
氏
文
集
』
巻
三
）
と
あ
り
、「
花
心
不
㆑
得

㆑
似
㆓
人
心

0

0

㆒、
一
落
応
㆑
難
㆑
可
㆓
再
尋
㆒
」（「
落
花
」『
菅
家
文
草
』
巻
五
）「
色
見
え
で
う
つ
ろ
ふ

も
の
は
世
の
中
の
人
の
心

0

0

0

の
花
に
ぞ
あ
り
け
る
」（『
古
今
集
』
797
小
野
小
町
）
な
ど
と
用
い
ら
れ

る
。「
反
覆
」
も
「
行
路
難
、
不
㆑
在
㆑
水
、
不
㆑
在
㆑
山
、
只
在
㆓
人
情
反
覆

0

0

0

0

間
㆒
」（「
太
行
路
」）

「
反
覆

0

0

何
遺
㆑
恨
、
辛
酸
是
宿
縁
」（「
叙
意
一
百
韻
」『
菅
家
後
集
』）
な
ど
と
あ
っ
て
、
変
化
し

定
ま
ら
ぬ
こ
と
、
こ
ろ
こ
ろ
変
わ
る
意
。「
眼
前
」
は
す
ぐ
眼
の
前
に
あ
る
こ
と
で
、「
奢
者
狼
藉

倹
者
安
、
一
凶
一
吉
在0

㆓
眼
前

0

0

㆒
」（「
草
茫
々
」『
白
氏
文
集
』
巻
四
）
と
見
え
て
い
る
。
古
く
か

ら
の
妻
を
「
旧
」、
新
し
い
妻
を
「
新
」
と
詠
む
の
も
、「
新
人

0

0

迎
来
旧
人

0

0

棄
、
…
…
迎
㆑
新0

棄
㆑

旧0

未
㆑
足
㆑
悲
、
悲
在
㆔
君
家
留
㆓
両
児
㆒
」（「
母
別
子
」『
白
氏
文
集
』
巻
四
）
を
利
用
し
た
も
の

で
、
首
聯
に
は
白
詩
新
楽
府
の
表
現
が
大
い
に
と
り
入
れ
ら
れ
て
い
よ
う
。「
不
図
」
は
思
い
も

よ
ら
な
い
、
考
え
及
ば
な
い
意
。「
子
在
㆑
斉
聞
㆓
韶
楽
㆒、
三
月
不
㆑
知
㆓
肉
味
㆒。
曰
、
不0

㆑
図0

為
㆑

楽
之
至
㆓
於
斯
㆒
也
」（『
論
語
』
述
而
）「
此
処
徘
徊
思
㆓
往
事
㆒、
不0

㆑
図0

君
去
我
孤
留
」（
藤
原
有

国
「
秋
日
登
㆓
天
台
㆒
過
㆓
故
康
上
人
旧
房
㆒
」『
本
朝
麗
簿
』
巻
下
）
は
そ
の
例
。
猶
、「
兼
」
は

こ
こ
で
は
恐
ら
く
「
予
」（
さ
き
に
、
あ
ら
か
じ
め
）
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
、
と
す

れ
ば
そ
れ
は
国
語
の
用
法
で
、
和
習
表
現
に
な
ろ
う
。

　

頷
聯
は
、
北
の
方
が
子
ら
を
連
れ
て
鬚
黒
の
も
と
を
去
る
こ
と
に
な
っ
た
時
、
娘
（
真
木
柱
）

が
日
頃
身
を
寄
り
か
け
て
い
た
家
の
東ひ

が
し

面お
も
て

の
柱
に
巻
名
に
も
な
る
歌
を
詠
む
次
の
条
が
背
景
と

な
っ
て
い
る
。

姫
君
は
、
殿
い
と
か
な
し
う
し
た
て
ま
つ
り
た
ま
ふ
な
ら
ひ
に
、「
見
た
て
ま
つ
ら
で
は
い

か
で
か
あ
ら
む
、
い
ま
な
ど
も
聞
こ
え
で
、
ま
た
逢
ひ
見
ぬ
や
う
も
こ
そ
あ
れ
」
と
思
ほ
す

に
、
う
つ
ぶ
し
臥
し
て
、
え
渡
る
ま
じ
と
思
ほ
し
た
る
を
、「
か
く
思
し
た
る
な
ん
、
い
と

心
憂
き
」
な
ど
こ
し
ら
へ
き
こ
え
た
ま
ふ
。
た
だ
今
も
渡
り
た
ま
は
な
ん
と
待
ち
き
こ
え
た

ま
へ
ど
、
か
く
暮
れ
な
む
に
、
ま
さ
に
動
き
た
ま
ひ
な
ん
や
。
常
に
寄
り
ゐ
た
ま
ふ
東
面
の

柱
を
人
に
譲
る
心
地
し
た
ま
ふ
も
あ
は
れ
に
て
、
姫
君
、
桧
皮
色
の
紙
の
重
ね
、
た
だ
い
さ

さ
か
に
書
き
て
、
柱
の
乾ひ

割わ

れ
た
る
は
さ
ま
に
、
笄
か
う
が
い

の
先
し
て
押
し
入
れ
た
ま
ふ
。

　

（
姫
）
今
は
と
て
宿0

離0か

れ
ぬ
と
も

0

0

0

0

馴
れ
き
つ
る
真
木
の
柱
は
わ
れ
を
忘
る
な

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

え
も
書
き
や
ら
で
泣
き
た
ま
ふ
。

 

（
③
373
頁
1
～
13
行
）

　

「
華
亭
」
は
故
郷
の
家
と
い
う
程
の
意
。
晋
の
陸
機
が
処
刑
さ
れ
る
時
に
、
昔
栖
ん
で
い
た
郷

里
の
華
亭
（
呉
の
松
江
県
の
西
方
）
の
地
を
懐
か
し
く
想
起
し
、
あ
の
鶴
の
鳴
き
声
も
も
う
聞
け

な
い
の
だ
な
と
嘆
い
た
故
事
に
よ
る
。「
辞
㆑
郷
遠
隔
華
亭

0

0

水
、
逐
㆑
我
来
棲
緱
嶺
雲
」（「
有
㆓
双

鶴
㆒
留
在
㆓
洛
中
㆒
忽
見
㆓
劉
郎
中
㆒
依
然
鳴
顧
…
…
」『
白
氏
文
集
』
巻
五
五
）「
欲
㆑
和
㆓
豊
嶺
鐘

声
㆒
否
、
其
㆓
奈
華
亭

0

0

鶴
警
㆒
何
」（
兼
明
親
王
「
夜
月
似
㆓
秋
霜
㆒
」『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
上
・
月

256
）
な
ど
よ
く
用
い
ら
れ
る
故
事
。「
断
当
」
は
和
習
表
現
で
、
決
し
て
～
す
べ
き
で
は
な
い
ぞ
、

の
意
。「
世
若
未
㆑
忘0

㆑
我0

、
雖
㆑
退
身
難
㆑
蔵
」（「
詠
興
五
首
」
其
三
「
池
上
有
㆓
小
舟
㆒
」『
白
氏

文
集
』
巻
六
二
）「
縦
㆑
酔
陶
㆑
心
忘0

㆓
彼
我

0

0

㆒、
酩
酊
無
㆔
処
不
㆓
淹
留
㆒
」（
大
伴
池
主
「
晩
春
遊

覧
」『
万
葉
集
』
巻
一
七
）「
紅
の
あ
さ
は
の
の
だ
に
刈
る
草
の
つ
か
の
間
も
我
を
忘
る
な

0

0

0

0

0

」（『
古

今
六
帖
』
三
五
九
五
）
は
「
忘
吾
」
の
類
型
パ
タ
ー
ン
。

　

頸
聯
は
次
の
男
踏
歌
の
場
面
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

踏
歌
は
方
々
に
里
人
参
り
、
さ
ま
こ
と
に
け
に
に
ぎ
は
は
し
き
見
物
な
れ
ば
、
誰
も
誰
も
き

0

0

0

0

0

よ
ら
を
尽
く
し

0

0

0

0

0

0

、
袖
口
の
重
な
り
こ
ち
た
く
め
で
た
く
と
と
の
へ
た
ま
ふ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
…
…
朱
雀
院
よ

り
帰
り
参
り
て
、
春
宮
の
御
方
々
め
ぐ
る
ほ
ど
に
夜
明
け
ぬ
。

ほ
の
ぼ
の
と
を
か
し
き
朝
ぼ
ら
け

0

0

0

0

、
い
た
く
酔
ひ
乱
れ
た
る
さ
ま
し
て
、
竹
河
う
た
ひ
け
る

0

0

0

0

0

0

0

ほ
ど
を
見
れ
ば
、
内
の
大
殿
の
君
達

0

0

は
四
五
人
ば
か
り
、
殿
上
人

0

0

0

の
中
に
声
す
ぐ
れ

0

0

0

0

、
容か
た
ち貌

き
よ
げ
に
う
ち
つ
づ
き
た
ま
へ
る
、
い
と
め
で
た
し
。
…
…
や
む
ご
と
な
く
ま
じ
ら
ひ
馴
れ

た
ま
へ
る
御
方
々
よ
り
も
、
こ
の
御
局
の
袖
口

0

0

0

0

0

0

0

、
お
ほ
か
た
の
け
は
ひ
い
ま
め
か
し
う

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
同0

じ
も
の
の
色
あ
ひ
重
な
り
な
れ
ど

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
も
の
よ
り
こ
と
に

0

0

0

0

0

0

0

は
な
や
か
な
り
。

 

（
③
382
頁
5
行
～
383
頁
6
行
）

　

猶
、
男
踏
歌
の
描
写
は
初
音
巻
（
③
158
頁
5
行
～
160
頁
2
行
）
に
も
見
え
て
い
る
。「
雲
霄
」

は
雲
居
の
空
。
こ
こ
で
は
宮
中
（
や
高
貴
の
人
）
を
暗
に
指
す
。「
雲
霄

0

0

高
暫
致
、
毛
羽
弱
先

摧
」（「
酬
㆓
盧
秘
書
㆒
二
十
韻
」『
白
氏
文
集
』
巻
一
五
）「
昔
侍
㆓
雲
霄

0

0

㆒
携
㆓
冷
影
㆒、
今
沈
㆓
塵

巷
㆒
隔
㆓
恩
光
㆒
」（
藤
原
茂
明
「
八
月
十
五
夜
翫
㆑
月
」『
無
題
詩
』
巻
三
・
136
）
は
、
高
位
高
官

に
昇
る
意
や
宮
中
に
在
る
こ
と
を
言
う
。「
仙
客
」
は
「
蓬
山
仙
客

0

0

下
㆓
煙
霄
㆒、
対
㆑
酒
唯
吟
独
酌

謡
」（「
呉
秘
監
毎
㆑
有
㆓
美
酒
㆒
独
酌
独
酔
…
…
」『
白
氏
文
集
』
巻
六
六
）
と
あ
り
、
仙
界
の
人
、

転
じ
て
高
位
高
官
の
人
を
指
す
。
貴
公
子
を
婿
に
迎
え
た
父
母
が
彼
を
「
父
母
敬
㆑
之
如0

㆓
神0

仙0

㆒
」（
紀
長
谷
雄
「
貧
女
吟
」『
本
朝
文
粋
』
巻
一
・
18
）
に
も
て
な
し
た
と
い
う
例
も
あ
る
。

見
か
け
が
世
俗
に
は
存
在
し
え
な
い
よ
う
な
素
晴
ら
し
さ
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
前

掲
文
の
よ
う
に
、
男
踏
歌
で
貴
公
子
達
が
諸
所
を
巡
る
様
子
を
表
現
し
て
い
る
。「
歌
声
」
は
こ

こ
で
は
催
馬
楽
の
謡
物
で
あ
る
「
竹
河
」
を
唱
う
声
で
あ
る
こ
と
は
前
掲
本
文
の
通
り
。「
羅

綺
」
は
薄
物
の
あ
や
ぎ
ぬ
。
綺
羅
に
同
じ
。「
娉
婷
似
㆑
不
㆑
任
㆓
羅
綺

0

0

㆒、
顧
聴
㆓
楽
懸
㆒
行
復
止
」

（「
霓
裳
羽
衣
歌
」『
白
氏
文
集
』
巻
五
一
）「
管
絃
声
裏
啼
求
㆑
友
、
羅
綺

0

0

花
間
入
得
㆑
群
」（「
賦
㆓
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鴬
出
㆒㆑
谷
」『
菅
家
文
草
』
巻
六
）
な
ど
美
女
の
装
い
に
用
い
る
。「
佳
人
」
は
「
昔
教
㆓
紅
袖
佳0

人0

唱
㆒、
今
遣
㆓
青
衫
司
馬
愁
㆒
」（「
微
之
到
㆓
通
州
㆒
日
授
㆑
館
未
㆑
安
…
…
」『
白
氏
文
集
』
巻
一

五
）「
妖
艶
佳
人

0

0

望
已
断
、
為
因
㆓
聖
主
㆒
水
亭
傍
」（
良
岑
安
世
「
九
月
九
日
侍
㆓
宴
神
泉
苑
㆒

…
…
」『
凌
雲
集
』）
な
ど
と
あ
り
、
美
女
を
指
し
、「
袖
色
」
は
そ
の
衣
装
の
袖
の
色
重
ね
を
言

う
。

　

尾
聯
は
、
巻
の
終
盤
に
近
く
、
光
源
氏
が
玉
鬘
に
手
紙
を
認
め
た
時
の
和
歌
「
思
は
ず
に
井
手

0

0

の
な
か
道

0

0

0

0

へ
だ
つ
と
も
い
は
で
ぞ
恋
ふ
る
山
吹
の
花

0

0

0

0

」（
③
394
頁
7
～
8
行
）
に
関
わ
っ
て
詩
句

に
仕
立
て
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
返
歌
は
鬚
黒
が
詠
み
代
筆
し
た
の
で
あ
っ
た
。「
井
手
」
は
今

の
京
都
府
綴
喜
郡
井
手
町
あ
た
り
と
さ
れ
る
。
同
志
社
女
子
大
学
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
東
方

の
木
津
川
（
昔
は
泉
川
と
言
っ
た
）
方
面
に
眺
め
や
ら
れ
る
対
岸
の
地
で
、「
か
は
づ
鳴
く
井
手

0

0

の
山
吹

0

0

0

散
り
に
け
り
花
の
さ
か
り
に
あ
は
ま
し
も
の
を
」（『
古
今
集
』
125
読
人
不
知
）
と
古
く
か

ら
詠
わ
れ
、
山
吹
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。「
山
吹
」
は
和
名
表
記
で
「
欵
冬　

本
草
云
、

欵
冬
、
一
名
虎
鬚
〈
一
本
冬
作
㆑
東
也
。
和
名
、
夜
末
不
々
木
。
一
云
、
夜
末
布
木
〉
万
葉
集
云
、

山
吹
花
」（『
和
名
抄
』
巻
二
〇
）
と
あ
る
。「
何
為
」
は
一
体
ど
う
し
て
か
、
の
意
。「
何
為

0

0

腸
中

気
、
鬱
々
不
㆑
得
㆑
舒
」（「
続
古
詩
十
首
」
其
八
『
白
氏
文
集
』
巻
二
）「
此
地
雖
㆔
身
無
㆓
検
繋
㆒、

何
為

0

0

寸
歩
出
㆑
門
行
」（「
不
㆑
出
㆑
門
」『
菅
家
後
集
』）
な
ど
の
例
が
あ
る
。「
濃
艶
」
は
花
の
つ

や
や
か
で
美
し
い
様
、
こ
ま
や
か
な
美
し
い
色
。「
誰
謂
水
無
㆑
心
、
濃
艶

0

0

臨
兮
波
変
㆑
色
」（
菅

原
文
時
「
花
光
浮
㆓
水
上
㆒
詩
序
」『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
上
・
花
117
）
な
ど
本
朝
で
は
よ
く
用
い
ら

れ
る
。「
中
途
」
は
歌
の
「
井
手
の
な
か
道

0

0

0

」
を
ふ
ま
え
る
が
、
仲
を
隔
て
る
道
の
意
で
も
あ
る

か
ら
、
和
習
的
表
現
と
言
う
べ
き
か
。

三
十
二　

梅
枝

百
歩
侍
従
焼
厥
香 

 

百ひ
や
く

歩ぶ　

侍
従　

厥そ

の
香
を
焼た

く

浅
深
互
論
挍
芬
芳 

 

浅
深　

互
ひ
に
論
じ
て　

芬
芳
を
挍く
ら

ぶ

梅
花
東
対
春
薫
物 

 

梅
花
は　

東
ひ
ん
が
し

の
対
の
春
の
薫た
き

物も
の

荷
葉
本
来
夏
御
方 

 

荷
葉
は　

本も
と

来よ
り　

夏
の
御
方

延
喜
撰
歌
添
玉
色 

 

延
喜
の
撰
歌　

玉
の
色
を
添
へ

弘
仁
宸
筆
耀
燈
光 

 

弘
仁
の
宸
筆　

燈
光
に
耀か
が
や

か
す

兎
園
手
跡
三
行
字 

 

兎
園
の
手
跡　

三
行
の
字

感
涙
忽
零
心
更
傷 

 

感
涙　

忽に
は

か
に
零
ち
て　

心
更
に
傷
む

〈
七
律
。
香
・
芳
・
方
・
光
・
傷
（
下
平
声
陽
韻
）〉

　

第
一
句
に
も
押
韻
す
る
。
巻
名
は
薫
物
合
せ
後
の
月
下
の
宴
で
、「
弁
少
将
拍
子
と
り
て
、
梅0

が
枝
0

0

出
だ
し
た
る
ほ
ど
、
い
と
を
か
し
」（
③
410
頁
14
～
15
行
）
と
あ
り
、
催
馬
楽
の
詞
章
名
か

ら
採
っ
た
も
の
で
あ
る
。
漢
詩
に
は
第
三
句
に
「
梅
花
」
と
し
て
詠
込
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は

梅
花
香
を
指
し
て
い
る
。
薫
物
合
せ
当
日
は
「
御
前
近
き
紅
梅
盛
り
に
、
色
も
香
も
似
る
も
の
な

き
ほ
ど
」（
③
405
頁
7
～
8
行
）
で
、「
前
斎
院
（
朝
顔
の
姫
君
）
よ
り
と
て
、
散
り
す
き
た
る
梅

の
枝
に
つ
け
た
る
御
文
」（
③
405
頁
12
～
13
行
）
も
届
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
場
面
で
基
調
と
な

る
花
は
梅
な
の
で
、
こ
の
表
記
を
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
巻
は
、
二
月
十
日
の
薫
物
合
せ
と

翌
日
の
明
石
の
姫
君
の
裳
着
、
二
十
余
日
の
東
宮
の
元
服
へ
と
続
く
。
そ
し
て
、
四
月
の
姫
君
の

入
内
を
前
に
光
源
氏
が
そ
の
調
度
品
を
準
備
す
る
条
と
な
り
、
多
く
の
仮
名
書
の
論
評
が
窺
え
、

書
美
論
を
開
陳
し
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
後
の
夕
霧
と
雲
居
の
雁
の
章
は
次
の
藤
裏
葉

の
巻
へ
の
つ
な
が
り
を
も
た
せ
る
も
の
で
あ
る
。
猶
、
漢
詩
は
前
半
が
薫
物
合
せ
、
後
半
が
仮
名

の
書
美
論
を
反
映
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
聯
毎
に
訳
を
付
し
て
み
た
い
。

　

（
光
源
氏
様
に
よ
り
薫
物
合
せ
が
行
わ
れ
）
百
歩
や
侍
従
と
い
っ
た
香
を
薫た

き
ま
し
て
、

そ
の
味
わ
い
の
深
さ
浅
さ
を
互
い
に
と
り
挙
げ
、（
蛍
兵
部
卿
宮
様
は
）
香
り
を
く
ら
べ
あ

れ
こ
れ
評
価
な
さ
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

梅
花
香
は
東
の
対
（
に
お
住
ま
い
の
紫
の
上
様
）
の
春
に
ふ
さ
わ
し
い
香
り
で
ご
ざ
い
ま

し
た
し
、
夏
の
御
方
（
の
花
散
里
様
）
は
も
と
よ
り
夏
に
ふ
さ
わ
し
い
荷
葉
香
を
調
合
さ
れ

た
（
の
で
す
が
そ
れ
は
し
め
や
か
な
香
り
で
懐
か
し
い
も
）
の
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

（
光
源
氏
様
は
ま
た
、
明
石
の
姫
君
の
入
内
の
準
備
を
進
め
る
中
で
、
仮
名
の
手
本
な
ど

様
々
に
お
選
び
に
な
り
ま
し
た
が
）
蛍
兵
部
卿
宮
様
が
お
と
り
よ
せ
に
な
っ
た
延
喜
の
帝

（
醍
醐
帝
）
の
『
古
今
和
歌
集
』
の
玉
の
軸
に
添
え
て
、
弘
仁
の
帝
（
嵯
峨
帝
）
の
（
古
万

葉
集
の
）
御
自
筆
も
加
え
、
お
二
人
は
明
る
い
燈
火
の
下
に
御
覧
に
な
る
の
で
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

親
王
（
蛍
兵
部
卿
宮
）
様
の
お
書
き
に
な
ら
れ
た
書
は
（
古
歌
を
選
ん
で
一
首
毎
に
）
三

行
に
書
い
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、（
光
源
氏
様
の
書
も
す
ば
ら
し
い
も
の
で
、
宮
様

が
）
に
わ
か
に
感
涙
を
落
と
さ
れ
、（
物
語
を
読
む
者
も
）
一
入
し
み
じ
み
と
感
動
さ
せ
ら

れ
る
の
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

首
聯
は
、
光
源
氏
が
蛍
兵
部
卿
宮
に
薫
物
合
せ
の
判
定
役
を
依
頼
し
て
、「
人
々
の
心
々
に
合

は
せ
た
ま
へ
る
、
深
さ
浅
さ
を
嗅
ぎ
合
は
せ
た
ま
へ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
、
い
と
興
あ
る
こ
と
多
か
り
」（
③
408

頁
14
～
15
行
）
と
多
く
の
方
々
の
調
合
し
た
香
を
あ
れ
こ
れ
論
評
す
る
条
を
背
景
と
し
、「
侍
従

0

0

は
、
大
臣
の
御お

ほ
む

は
、
す
ぐ
れ
て
な
ま
め
か
し
う
な
つ
か
し
き
香
な
り
と
定
め
た
ま
ふ
」（
③
409
頁
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2
～
3
行
）
や
、
明
石
の
君
の
と
こ
ろ
で
は
「
百
歩

0

0

の
方
な
ど
思
ひ
え
て
、
世
に
似
ず
な
ま
め
か

し
さ
を
と
り
集
め
」（
③
409
頁
13
～
14
行
）
と
あ
る
表
現
が
ふ
ま
え
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、「
百

歩
」
と
「
侍
従
」
は
香
名
で
あ
る
。
ま
た
、「
浅
深
」
は
こ
こ
で
は
嗅
覚
に
関
わ
る
語
で
あ
る
。

一
般
に
は
「
花
含
㆓
春
意
㆒
無
㆓
分
別
㆒、
物
感
㆓
人
情
㆒
有
㆓
浅
深

0

0

㆒
」（「
西
省
対
㆑
花
…
…
」『
白
氏

文
集
』
巻
一
九
）「
煙
霞
遠
近
応
㆓
同
戸
㆒、
桃
李
浅
深

0

0

似
㆑
勧
㆑
盃
」（
菅
原
道
真
「
花
時
天
似
㆑

酔
」『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
上
・
三
月
三
日
付
桃
40
）
な
ど
と
あ
る
よ
う
に
、
人
の
心
の
深
浅
や
視

覚
的
な
色
彩
の
濃
淡
に
用
い
る
例
が
多
い
。「
互
論
」
と
あ
る
が
、
物
語
で
は
実
質
蛍
兵
部
卿
宮

一
人
が
判
定
役
で
論
評
し
て
い
る
。
或
は
「
互
」
に
は
あ
れ
こ
れ
と
香
を
い
ろ
い
ろ
採
り
挙
げ
て

い
る
意
を
込
め
よ
う
と
し
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。「
芬
芳
」
は
か
お
り
の
こ
と
で
、「
刈
㆑
蘭

争
㆓
芬
芳

0

0

㆒、
採
㆑
菊
競
㆓
葳
蕤
㆒
」（
鮑
照
「
夢
還
詩
」『
玉
台
新
詠
』
巻
四
）「
始
識
春
風
機
上
巧
、

非
㆓
唯
織
㆒㆑
色
織
㆓
芬
芳

0

0

㆒
」（
源
英
明
「
落
花
散
如
㆑
錦
」『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
上
・
花
121
）
な
ど

と
あ
る
。

　

頷
聯
も
首
聯
と
ほ
ぼ
同
じ
場
面
を
背
景
と
し
、「
対
の
上
の
御お

ほ
む

は
、
三
種
あ
る
中
に
、
梅
花

0

0

は

な
や
か
に
い
ま
め
か
し
う
、
す
こ
し
は
や
き
心
し
ら
ひ
を
添
へ
て
、
め
づ
ら
し
き
薫
り
加
は
れ

り
」（
③
409
頁
3
～
5
行
）
と
あ
る
紫
の
上
の
春
の
梅
花
香
と
、「
夏
の
御
方
に
は
…
…
た
だ
荷
葉

0

0

を
一
種
合
は
せ
た
ま
へ
り
」（
③
409
頁
7
～
9
行
）
と
花
散
里
の
夏
向
き
の
荷
葉
香
を
採
挙
げ
た

条
を
詩
句
に
詠
ん
だ
も
の
。

　

頸
聯
は
、
仮
名
手
本
の
書
美
論
を
展
開
す
る
条
で
、
蛍
兵
部
卿
宮
に
よ
り
提
供
さ
れ
た
、「
嵯0

峨
帝

0

0

の
、
古
万
葉
集
を
選
び
書
か
せ
た
ま
へ
る
四
巻
、
延
喜
帝

0

0

0

の
、
古
今
和
歌
集
を
、
唐
の
浅あ
さ

縹は
な
だ

の
紙
を
継
ぎ
て
、
同
じ
色
の
濃
き
紋
の
綺
の
表
紙
、
同
じ
き
玉
の
軸

0

0

0

、
緂だ
ん

の
唐
組
の
紐
な
ど

な
ま
め
か
し
う
て
、
巻
ご
と
に
御
手
の
筋
を
変
へ
つ
つ
、
い
み
じ
う
書
き
尽
く
さ
せ
た
ま
へ
る
、

大
殿
油
み
じ
か
く
ま
ゐ
り
て
御
覧
ず
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
」（
③
421
頁
9
～
14
行
）
と
あ
る
部
分
を
ふ
ま
え
て
詠

む
。「
宸
筆
」
は
天
皇
御
直
筆
の
意
。

　

尾
聯
は
、
頸
聯
の
背
景
の
少
し
前
に
戻
り
、
蛍
兵
部
卿
宮
の
書
を
光
源
氏
が
御
覧
に
な
る
場
面
、

「
い
と
い
た
う
筆
澄
み
た
る
け
し
き
あ
り
て
、
書
き
な
し
た
ま
へ
り
。
歌
も
こ
と
さ
ら
め
き
、
側

み
た
る
古
言
ど
も
を
選
り
て
、
た
だ
三み

行く
だ
り

ば
か
り
に
、
文
字
少
な
に
好
ま
し
く
ぞ
書
き
た
ま
へ

る
、
大
臣
御
覧
じ
驚
き
ぬ
」（
③
419
頁
4
～
7
行
）
と
、
逆
に
宮
が
光
源
氏
の
見
事
な
書
を
見
て

「
お
ほ
ど
か
な
る
女
手
の
、
う
る
は
し
う
心
と
ど
め
て
書
き
た
ま
へ
る
、
た
と
ふ
べ
き
方
な
し
。

見
た
ま
ふ
人
の
涙0

さ
へ
水
茎
に
流
れ
そ
ふ
心
地
し
て
、
飽
く
世
あ
る
ま
じ
き
に
」（
③
420
頁
1
～

3
行
）
と
思
っ
た
条
を
ふ
ま
え
る
。「
兎
園
」
は
謝
恵
連
「
雪
賦
」（『
文
選
』
巻
一
三
）
に
「
梁

王
不
㆑
悦
、
游
㆓
於
兎
園
0

0

㆒、
廼
置
㆓
旨
酒
㆒、
命
㆓
賓
友
㆒
召
㆓
鄒
生
㆒
延
㆓
枚
叟
㆒
」
と
あ
り
、
李
善
注

に
「
漢
書
曰
、
梁
孝
王
、
文
帝
子
也
。
西
京
雑
記
曰
、
梁
孝
王
好
㆓
宮
室
苑
囿
之
楽
㆒、
築
㆓
兎
園
0

0

㆒

也
」
と
見
え
る
よ
う
に
、
梁
の
孝
王
の
宴
遊
の
場
で
あ
る
。
彼
は
漢
の
文
帝
の
子
、
即
ち
皇
子

（
親
王
）
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
朝
で
は
「
酒
軍
在
㆑
座
、
兎
園

0

0

之
露
未
㆑
晞
、
僕
夫
待
㆑
衢
、

鶏
籠
之
山
欲
㆑
曙
」（
紀
斉
名
「
仲
秋
陪
㆓
中
書
大
王

0

0

0

0

書
閣
㆒
同
賦
㆓
望
㆑
月
遠
情
多
㆒
詩
序
」『
本
朝

文
粋
』
巻
八
・
205
『
新
撰
朗
詠
集
』
巻
下
・
酒
443
）
の
よ
う
に
、
親
王
や
そ
の
邸
宅
の
意
で
用
い

る
。
蛍
兵
部
卿
宮
（
宮
・
親
王
と
も
記
さ
れ
る
）
は
桐
壺
院
の
子
（
光
源
氏
と
は
兄
弟
）
に
な
る

の
で
用
い
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。「
手
跡
」
は
筆
跡
の
こ
と
。「
至
㆑
今
鉄
鉢
在
、
当
㆑
底
手0

跡0

穿
」（「
遊
㆓
悟
真
寺
㆒
」『
白
氏
文
集
』
巻
六
）
は
文
字
通
り
手
の
あ
と
だ
が
、「
以
㆓
手
跡

0

0

㆒

賜
㆓
方
国
㆒
者
、
皆
一
札
十
行
、
細
書
成
㆑
文
」（『
後
漢
書
』
巻
七
六
・
循
吏
列
伝
序
分
）
と
も
あ

り
、
書
か
れ
た
も
の
で
も
あ
る
。「
感
涙
」
は
感
動
の
あ
ま
り
流
す
涙
。「
初
逢
㆓
魚
水
㆒
恩
波
濁
、

共
見
㆓
駿
河
㆒
感
涙

0

0

流
」（「
桜
島
忠
信
落
書
」『
本
朝
文
粋
』
巻
一
二
・
388
）
は
一
例
。

　

こ
の
詩
は
物
語
本
文
の
用
字
を
よ
く
取
込
ん
で
和
習
的
で
あ
る
が
、「
兎
園
」
を
親
王
と
結
び

つ
け
て
表
現
し
て
い
る
『
本
朝
文
粋
』
の
用
法
、
即
ち
平
安
朝
詩
文
の
措
辞
を
継
承
し
て
い
る
と

こ
ろ
な
ど
は
興
味
深
い
（
も
っ
と
も
こ
の
詩
の
み
の
こ
と
で
は
な
い
が
）。

三
十
三　

藤
裏
葉

極
楽
寺
中
蕭
索
地 

 

極
楽
寺
の
中う
ち　

蕭
索
た
る
地

斎
筵
只
見
欲
消
霞 

 

斎
筵
に
は
只た

だ
見
る　

消
え
ん
と
す
る
霞

藤
招
嘉
客
黄
昏
艶 

 

藤
は
嘉
賓
を
招
く　

黄
昏
の
艶

菊
喩
貴
臣
玉
律
花 

 

菊
は
貴
臣
を
喩
ふ　

玉
律
の
花

二
葉
松
陰
蘿
始
合 

 

二ふ
た

葉ば

の
松
の
陰
に　

蘿つ
た

始
め
て
合
ひ

一
村
薄
下
草
猶
加 

 

一ひ
と

村む
ら

の
薄す
す
き

の
下
に　

草
猶
し
加
ふ

金
鑾
促
処
舟
浮
水 

 

金
鑾
促
す
処　

舟
も
て
水
に
浮
か
べ

奏
賀
王
恩
日
漸
斜 

 

賀
王
恩
を
奏
す
れ
ば　

日
も
漸
く
斜
め
な
り

〈
七
律
。
霞
・
花
・
加
・
斜
（
下
平
声
麻
韻
）〉

　

巻
名
は
第
三
・
五
句
に
「
藤
」「
葉
」
と
し
て
詠
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
巻
は
、
夕
霧
と
雲
居

雁
と
そ
の
父
内
大
臣
の
拗
れ
た
関
係
が
修
復
さ
れ
、
二
人
の
結
婚
が
成
立
す
る
過
程
か
ら
、
明
石

の
姫
君
の
入
内
へ
と
展
開
し
、
光
源
氏
の
四
十
賀
の
準
備
や
、
彼
の
准
太
上
天
皇
、
内
大
臣
の
太

政
大
臣
、
夕
霧
の
中
納
言
へ
の
昇
進
が
語
ら
れ
、
十
月
下
旬
に
は
冷
泉
帝
が
朱
雀
院
と
共
に
光
源

氏
の
六
条
院
に
行
幸
さ
れ
て
宴
が
催
さ
れ
る
と
い
う
、
光
源
氏
の
栄
華
の
極
み
が
描
か
れ
、
物
語

第
一
部
の
掉
尾
を
飾
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
聯
毎
に
訳
す
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
か
。

　

（
三
月
二
十
日
、
内
大
臣
の
母
故
大
宮
の
一
周
忌
が
営
ま
れ
ま
し
た
）
極
楽
寺
は
（
法
会
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も
終
っ
て
、
帰
り
際
に
は
）
花
が
散
り
乱
れ
て
式
場
に
は
た
だ
消
え
か
か
る
霞か
す
み

が
見
え
る

ば
か
り
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

（
そ
の
帰
り
の
折
、
大
臣
様
は
夕
霧
様
に
和
解
の
態
度
を
示
さ
れ
た
の
で
し
た
が
、
四
月

の
初
め
の
）
夕
暮
れ
時
、
藤
の
花
の
美
し
さ
に
か
こ
つ
け
て
宴
を
設
け
（
花
と
雲
居
雁
様
の

美
し
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
べ
く
）
夕
霧
様
を
お
客
様
と
し
て
お
招
ね
き
に
な
っ
た
の
で
ご
ざ
い

ま
す
。（
後
に
夕
霧
様
は
中
納
言
に
昇
進
な
さ
る
の
で
す
が
、
そ
の
時
和
歌
に
大
輔
の
乳
母

が
彼
の
こ
と
を
「
名
だ
た
る
園
の
菊
」
と
お
詠
み
に
な
ら
れ
ま
し
た
そ
の
）
菊
は
名
高
い
貴

臣
に
喩
え
ら
れ
、
晩
秋
を
象
徴
す
る
花
な
の
で
ご
ざ
い
ま
し
た
ね
。

　

双
葉
の
（
よ
う
に
夕
霧
様
が
）
幼
な
か
っ
た
頃
の
（
小
さ
か
っ
た
）
松
も
成
長
し
、
ツ

タ
・
カ
ヅ
ラ
の
類
が
茂
っ
て
陰
を
成
す
よ
う
に
な
り
、
一ひ

と

叢む
ら

の
ス
ス
キ
の
下
に
草
も
茂
り
添

う
て
お
り
ま
し
た
（
が
、
彼
は
三
条
邸
に
移
り
住
ま
れ
て
よ
く
手
入
れ
を
な
さ
っ
た
の
で
し

た
）。

　

（
冷
泉
帝
・
朱
雀
院
の
）
乗
物
が
お
着
き
に
な
り
、（
六
条
院
の
東
の
）
池
に
舟
な
ど
浮

か
べ
ま
し
て
お
迎
え
し
、（
皇
恩
を
祝
賀
す
る
）
賀
皇
恩
を
（
楽
所
の
人
を
お
召
し
に
な
っ

て
）
演
奏
致
し
て
お
り
ま
す
と
、
日
も
ま
さ
に
暮
れ
方
と
な
る
の
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

首
聯
は
、
極
楽
寺
で
の
大
宮
一
周
忌
の
法
会
の
場
面
と
関
わ
る
。
内
大
臣
は
じ
め
御
子
息
や
上

達
部
な
ど
多
く
の
人
が
参
集
し
た
と
い
う
か
ら
、
そ
の
場
を
「
蕭
索
」（
心
晴
れ
や
ら
ぬ
様
、
物

さ
び
し
い
様
）
と
す
る
の
は
し
っ
く
り
し
な
い
気
も
す
る
が
、「
し
め
や
か
に
」
と
い
う
含
意
な

の
か
も
知
れ
な
い
と
も
思
う
。
ま
た
、
第
二
句
が
「
夕
か
け
て
、
み
な
帰
り
た
ま
ふ
ほ
ど
、
花
は

0

0

み
な
散
り
乱
れ

0

0

0

0

0

0

、
霞
た
ど
た
ど
し
き
に

0

0

0

0

0

0

0

0

」（
③
433
頁
3
～
4
行
）
を
ふ
ま
え
、
や
が
て
「
心
あ
わ

た
た
し
き
雨
風
に
、
み
な
散
り
散
り
に
競
ひ
帰
り
た
ま
ひ
ぬ
」（
③
433
頁
15
行
）
と
い
う
状
況
に

な
る
の
だ
か
ら
、
或
は
第
一
句
は
法
会
終
了
後
の
ひ
っ
そ
り
と
し
た
場
に
立
戻
っ
た
様
を
表
現
し

た
も
の
か
と
思
わ
れ
た
り
も
す
る
。「
極
楽
寺
」
は
伏
見
深
草
に
在
っ
た
藤
原
北
家
の
寺
で
、
基

経
・
時
平
二
代
で
成
っ
た
（「
為
㆓
左
大
臣
㆒
請
㆑
欲
㆘
以
㆓
極
楽
寺
㆒
為
㆗
定
額
寺
㆖
状
」『
菅
家
文

草
』
巻
九
）。
仁
明
天
皇
が
芹
川
行
幸
の
時
、
琴
の
爪
を
失
っ
た
と
こ
ろ
、
基
経
が
求
め
得
て
、

そ
の
地
に
建
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
伝
説
も
あ
る
（『
大
鏡
』『
宝
物
集
』『
河
海
抄
』）。

慶
滋
保
胤
（「
冬
日
於
㆓
極
楽
寺
禅
房
㆒
同
賦
㆓
落
葉
声
如
㆒㆑
雨
詩
序
」『
本
朝
文
粋
』
巻
一
〇
・

316
）
の
叙
述
に
よ
る
と
、
滝
や
奇
岩
怪
石
の
あ
る
象
外
の
境
、
壷
中
の
天
の
如
き
世
界
の
地
で

あ
っ
た
ら
し
く
、「
蕭
索
地
」
は
か
の
寺
の
元
来
の
環
境
を
語
る
も
の
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ

る
。「
蕭
索
」
は
「
秋
日
蕭
索

0

0

、
浮
雲
無
㆑
光
」（
江
淹
「
恨
賦
」『
文
選
』
巻
一
六
）
の
よ
う
に

秋
（
か
ら
冬
）
の
景
気
に
様
に
用
い
る
こ
と
が
多
い
が
、「
厭
㆑
風
不
㆑
定
、
風
起
花
蕭
索

0

0

」（「
落

花
」『
白
氏
文
集
』
巻
五
一
）
の
よ
う
に
花
の
散
る
様
に
も
表
現
さ
れ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
先

の
物
語
文
中
の
「
花
は
み
な
散
り
乱
れ
」
に
も
重
な
り
、
訳
出
に
当
た
っ
て
は
こ
れ
を
採
用
し
た

が
、「
蕭
索
」
の
解
釈
は
慮
い
の
外
厄
介
で
あ
る
。「
斎
筵
」
は
法
会
の
こ
と
。

　

頷
聯
の
第
三
句
は
、
内
大
臣
が
夕
霧
と
の
関
係
を
修
復
す
べ
く
、
藤
花
の
宴
に
招
く
条
に
「
四

月
朔
日
ご
ろ
、
御
前
の
藤
の
花

0

0

0

い
と
お
も
し
ろ
う
咲
き
乱
れ
て
…
…
御
暇
あ
ら
ば
立
ち
寄
り
た
ま

ひ
な
ん
や
」（
③
434
頁
7
～
12
行
）
と
あ
り
、
内
大
臣
が
「
わ
が
宿
の
藤
の
色

0

0

0

こ
き
た
そ
か
れ

0

0

0

0

に

尋
ね
や
は
こ
ぬ
春
の
な
ご
り
を
」（
③
434
頁
13
～
14
行
）
と
詠
み
か
け
、
夕
霧
が
「
な
か
な
か
に

折
り
や
ま
ど
は
む
藤
の
花

0

0

0

た
そ
か
れ
ど
き
の
た
ど
た
ど
し
く
は
」（
③
435
頁
2
～
3
行
）
と
答
え

る
場
面
を
背
景
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
第
四
句
は
話
が
か
な
り
先
に
飛
び
、
中
納
言
に
昇
進
し
た

夕
霧
が
、
そ
の
昔
自
分
に
対
し
身
分
の
低
い
者
だ
と
毒
舌
を
吐
い
た
大
輔
の
乳
母
（
雲
居
雁
付
き

女
房
）
に
歌
を
寄
せ
る
次
の
条
に
依
る
。

女
君
の
大
輔
の
乳
母
、「
六
位
宿
世
」
と
つ
ぶ
や
き
し
宵
の
こ
と
、
も
の
の
を
り
を
り
に
思

し
出
で
け
れ
ば
、
菊0

の
い
と
お
も
し
ろ
く
う
つ
ろ
ひ
た
る
を
賜
せ
て
、

　

（
夕
霧
）「
あ
さ
み
ど
り
わ
か
葉
の
菊0

を
つ
ゆ
に
て
も
こ
き
紫
の
色
と
か
け
き
や

　

か
ら
か
り
し
を
り
の
一
言
葉
こ
そ
忘
ら
れ
ね
」

と
、
い
と
に
ほ
ひ
や
か
に
ほ
ほ
笑
み
て
賜
へ
り
。
恥
づ
か
し
う
い
と
ほ
し
き
も
の
か
ら
、
う

つ
く
し
う
見
た
て
ま
つ
る
。

　

（
大
輔
）「
二
葉
よ
り
名
だ
た
る
園
の
菊

0

0

0

0

0

0

0

な
れ
ば
あ
さ
き
色
わ
く
露
も
な
か
り
き

　

い
か
に
心
お
か
せ
た
ま
へ
り
け
る
に
か
」
と
い
と
馴
れ
て
苦
し
が
る
。

 

（
③
455
頁
１
～
11
行
）

　

菊
が
色
変
わ
り
す
る
よ
う
に
、
夕
霧
の
身
分
も
往
時
と
は
大
き
く
変
わ
っ
た
と
言
う
の
で
あ
る
。

「
嘉
客
」
は
良
き
お
客
様
の
意
で
、「
近
日
相
尋
処
㆓
勝
形
㆒、
今
招
㆓
嘉
客

0

0

㆒
到
㆓
書
亭
㆒
」（
藤
原
明

衡
「
暮
春
即
事
」『
無
題
詩
』
巻
四
・
225
）
と
あ
る
。「
惆
悵
春
帰
留
不
㆑
得
、
紫
藤
花
下
漸
黄

0

0

0

0

0

0

昏0

」（
白
居
易
「
三
月
三
十
日
題
㆓
慈
恩
寺
㆒
」『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
上
・
三
月
尽
53
）
と
あ
る
の

は
有
名
な
「
黄
昏
」（
夕
暮
れ
時
）
の
一
例
で
、
し
か
も
藤
花
と
関
わ
る
点
で
も
注
意
さ
れ
よ
う

か
。「
貴
臣
」
は
貴0

顕
の
廷
臣0

で
、
身
分
の
高
い
臣
下
の
こ
と
。「
得
㆓
追
従
於
此
筵
㆒
者
、
珥
㆑
蝉

之
貴
臣

0

0

、
含
㆑
鶏
之
狎
客
也
」（
大
江
朝
綱
「
賦
㆓
聖
化
万
年
春
㆒
詩
序
」『
本
朝
文
粋
』
巻
九
・

234
）
と
用
い
ら
れ
る
。「
玉
律
」
は
調
律
を
定
め
る
基
準
と
な
る
玉
製
の
笛
の
こ
と
。「
候
気
之
法
、

為
㆑
室
三
重
、
戸
閉
、
塗
釁
必
周
、
密
布
㆓
緹
縵
㆒。
室
中
以
㆑
木
為
㆑
案
。
毎
律
各
一
、
内
庳
外
高
、

従
㆓
其
方
位
㆒、
加
㆓
律
其
上
㆒、
以
㆓
葭
莩
灰
㆒、
抑
㆓
其
内
端
㆒、
案
㆑
暦
而
候
㆑
之
。
気
至
者
灰
動
。
其

為
㆑
気
所
㆑
動
者
、
其
灰
散
。
人
及
風
所
㆑
動
者
、
其
灰
聚
。
殿
中
候
、
用
㆓
玉
律
十
二

0

0

0

0

㆒
」（『
後

漢
書
』
律
暦
上
）
と
あ
る
。
十
二
律
は
六
律
（
陽
）
六
呂
（
陰
）
か
ら
成
り
、
前
者
に
は
黄
鐘
・
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大
蔟
・
姑
洗
・
蕤
賓
・
夷
則
・
無
射

0

0

が
あ
り
、「
季
秋
之
月
…
…
其
音
商
、
律
中
㆓
無
射

0

0

㆒
」（『
礼

記
』
月
令
）
と
あ
る
の
に
依
れ
ば
、
こ
こ
は
菊
花
の
開
く
晩
秋
九
月
の
こ
と
と
考
え
て
良
か
ろ
う

か
。

　

頸
聯
の
第
五
句
の
「
二
葉
」
は
前
聯
の
大
輔
の
乳
母
の
歌
に
詠
ま
れ
て
い
た
も
の
だ
が
、
こ
こ

は
そ
れ
を
ふ
ま
え
夕
霧
の
幼
い
頃
の
意
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
よ
う
。
前
聯
の
背
景
の
す
ぐ
後
に
、

夕
霧
が
昔
を
思
い
出
し
つ
つ
暮
ら
し
始
め
た
様
子
が
、

す
こ
し
荒
れ
に
た
る
を
、
い
と
め
で
た
く
修
理
し
な
し
て
、
宮
の
お
は
し
ま
し
し
方
を
、
改

め
し
つ
ら
ひ
て
住
み
た
ま
ふ
。
昔
お
ぼ
え
て
、
あ
は
れ
に
思
ふ
さ
ま
な
る
御
住
ま
ひ
な
り
。

前
栽
ど
も
な
ど
小
さ
き
木
ど
も
な
り
し
も

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
い
と
繁
き
蔭
と
な
り

0

0

0

0

0

0

0

0

、
一ひ
と

叢む
ら

薄す
す
き

も
心
に
ま
か

0

0

0

0

せ
て
乱

0

0

0

れ
た
り
け
る
、
つ
く
ろ
は
せ
た
ま
ふ
。

 

（
③
455
頁
13
行
～
456
頁
６
行
）

と
描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
こ
の
一
聯
の
背
景
と
考
え
ら
れ
よ
う
か
。
文
中
に
「
松
」「
蘿
」

は
出
て
こ
な
い
の
だ
が
、「
小
さ
き
木
ど
も
」
の
成
長
し
た
も
の
と
「
繁
き
蔭
」
を
各
々
そ
れ
と

見
て
詠
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
詩
の
「
一
村
薄
」
は
余
り
な
表
現
と
言
え
ば
そ
れ
ま
で
だ
が
、
文

中
の
「
一ひ

と

叢む
ら

薄す
す
き

」
に
依
る
も
の
（
か
な
り
和
文
に
引
き
ず
ら
れ
て
表
現
の
和
習
化
が
強
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
）。

　

尾
聯
は
光
源
氏
六
条
院
に
冷
泉
帝
・
朱
雀
院
の
来
駕
が
あ
る
条
を
背
景
と
し
て
い
る
。

神
無
月
の
二
十
日
あ
ま
り
の
ほ
ど
に
、
六
条
院
に
行
幸
あ
り

0

0

0

0

0

0

0

0

。
紅
葉
盛
り
に
て
…
…
朱
雀
院

に
も
御
消
息
あ
り
て
、
院
さ
へ
渡
り

0

0

0

0

0

お
は
し
ま
す
べ
け
れ
ば
、
世
に
め
づ
ら
し
く
あ
り
が
た

き
こ
と
に
て
、
世
人
も
心
を
お
ど
ろ
か
す
…
…
未ひ

つ
じ

下く
だ

る
ほ
ど
に
、
南
の
寝
殿
に
移
り
お
は

し
ま
す
。
…
…
東
の
池
に
舟
ど
も

0

0

0

0

0

0

0

浮0う

け
て

0

0

…
…
鵜
飼
を
召
し
並
べ
て
…
…
。

 

（
③
458
頁
9
行
～
459
頁
5
行
）

　

御
馳
走
な
ど
お
楽
し
み
に
な
り
、
居
合
わ
せ
た
人
々
も
酔
い
心
地
に
な
る
。
そ
し
て
、「
暮
れ

0

0

か
か
る
ほ
ど
に

0

0

0

0

0

0

楽
所
の
人
召
」（
③
460
頁
9
行
）
し
て
、

な
ま
め
か
し
き
ほ
ど
に
、
殿
上
の
童
べ
舞
仕
う
ま
つ
る
。
朱
雀
院
の
紅
葉
の
賀
、
例
の
古
事

思
し
出
で
ら
る
。
賀
皇
恩
と
い
ふ
も
の
を
奏
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ほ
ど
に
、
太
政
大
臣
の
御
弟
子
の
十
ば
か

り
な
る
、
切
に
お
も
し
ろ
う
舞
ふ
。

 

（
③
460
頁
10
～
13
行
）

と
い
う
場
面
で
あ
る
。「
金
鑾
」
は
金
の
（
立
派
な
）
鑾
駕
（
輿
）
の
こ
と
で
、
帝
や
院
の
乗
物

を
指
す
。「
鑾
」
は
天
子
の
乗
る
車
馬
に
付
け
ら
れ
た
鈴
。「
賀
王
恩
」
は
物
語
文
中
の
「
賀
皇

恩
」
に
同
じ
。『
教
訓
抄
』（
巻
三
・
13
賀
王
恩
）
に
よ
る
と
、
嵯
峨
天
皇
の
時
に
大
石
峯
良
が

作
っ
た
も
の
で
、「
皇
恩
ヲ
賀

よ
ろ
こ
ぶ

心
ト
謂
㆑
之
」
内
容
の
も
の
と
言
う
。「
日
漸
斜
」
の
「
漸
」
は

「
猶
㆑
正
也
」（『
詩
詞
曲
語
辞
匯
釈
』
巻
二
・
漸
）
の
意
で
あ
ろ
う
。
前
掲
の
白
詩
に
見
え
た

「
紫
藤
花
下
漸0

黄
昏
」
と
同
様
の
用
法
（
ま
さ
に
た
そ
が
れ
時
で
あ
る
）
と
思
う
の
で
、
日
は
ま

さ
に
傾
い
て
い
る
意
。「
行
年
三
十
九
、
歳
暮
日
斜

0

0

時
」（「
隠
几
」『
白
氏
文
集
』
巻
六
）「
寸
心

言
不
㆑
尽
、
前
路
日0

將
㆑
斜0

」（
銭
起
「
逢
㆓
侠
者
㆒
」）「
朗
詠
叢
辺
立
、
悠
々
忘
㆓
日
斜

0

0

㆒
」（「
牡

丹
」『
菅
家
文
草
』
巻
五
）
は
「
日
斜
」（
暮
れ
方
に
な
る
）
の
例
で
、
比
較
的
よ
く
用
い
ら
れ
る

表
現
で
あ
る
。

 

（
続
）
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